アリストテレスの社会学的思想 by 不破 祐俊
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
社
會
學
的
思
想
不
破
祐
俊
第
－
節
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
時
代
第
二
節
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
生
涯
第
三
節
　
祀
愈
撃
関
係
の
著
書
節
四
節
　
『
政
治
撃
』
第
五
節
　
祉
倉
の
辿
原
及
び
本
質
第
六
節
政
治
の
本
質
的
素
因
第
七
節
奴
隷
制
度
第
八
節
個
人
主
鶉
対
共
産
主
義
第
九
節
文
化
の
物
質
的
随
伴
第
十
節
教
育
論
第
十
一
節
結
語
第
一
節
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
時
代
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
A
r
i
s
t
O
t
e
－
e
s
は
プ
ラ
ト
ン
三
二
六
年
間
、
同
じ
時
代
に
生
活
し
、
プ
ラ
ト
ン
の
死
－
こ
後
れ
ア
ッ
ス
と
ア
レ
ス
の
祀
合
壁
的
思
想
三
六
五
商
業
さ
経
済
A
、‘
」
ノ
J
ノ
る
こ
さ
二
六
年
で
あ
っ
た
。
ア
テ
ネ
の
最
盛
時
ペ
リ
ク
レ
ス
時
代
は
プ
ラ
ト
ン
の
出
生
後
二
年
に
し
て
柊
り
を
告
げ
、
次
い
で
来
っ
た
時
代
は
ギ
η
ノ
ジ
ヤ
の
形
勢
一
援
し
、
ギ
y
ジ
ヤ
的
自
由
の
浸
落
で
あ
り
、
ギ
η
ノ
ジ
ヤ
生
活
の
崩
壊
で
あ
っ
た
。
そ
の
終
末
に
ア
ア
ネ
の
哲
挙
が
現
は
れ
、
短
か
く
は
あ
っ
た
が
濁
特
な
繁
栄
時
代
が
あ
y
ク
-
プ
-
プ
ス
ざ
プ
ク
ト
シ
さ
は
、
質
際
彼
等
の
眼
下
に
肢
に
消
え
そ
め
た
、
国
共
の
干
y
ジ
ヤ
精
紳
を
見
、IJ
て
ゐ
た
人
々
で
あ
っ
た
。
っ
た
。
詰
ー
、
商
業
さ
経
済
第
八
年
第
二
加
、
拙
稿
「
プ
ラ
ト
ン
の
社
合
問
中
的
思
想
」
第
二
節
委
照
。
ア
y
只
ト
-
ア
ν
ス
は
時
代
か
ら
云
つ
で
も
、
又
、
人
格
か
ら
一
去
っ
て
も
、
既
に
過
皮
の
闘
の
上
に
立
っ
て
ゐ
た
が
、
而
も
な
ほ
、
彼
は
プ
ラ
ト
ン
さ
y
ク
-
プ
ラ
ス
さ
を
た
よ
り
ざ
し
て
、
彼
の
背
後
に
桜
は
れ
る
時
代
吉
会
く
結
び
付
け
ら
れ
て
ゐ
た
。
ア
-
プ
ネ
の
~
衣
類
か
ら
ア
レ
キ
ヂ
ン
グ
ア
の
死
ま
で
含
合
な
の
が
彼
の
時
代
の
背
景
で
あ
っ
た
。
ペ
ロ
ポ
ン
ネ
y
ス
戦
争
に
次
い
だ
こ
十
五
年
間
は
ア
ア
ネ
に
代
っ
た
ユ
バ
Y
タ
が
ギ
ソ
ジ
ヤ
都
市
岡
家
間
の
覇
権
を
握
っ
て
ゐ
た
。
然
る
に
λ
バ
Y
タ
が
べ
Y
ジ
ヤ
ご
和
し
た
「
ア
ジ
タ
Y
キ
グ
ス
の
平
和
」
ハ
紀
元
前
三
入
七
年
〉
に
依
っ
て
、
小
亜
細
亜
の
ギ
リ
シ
ャ
都
市
は
自
己
の
仇
敵
た
る
べ
Y
ジ
ヤ
の
属
図
さ
な
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
ス
パ
Y
タ
が
ぺ
Y
ジ
ヤ
の
カ
ヤ
}
借
っ
て
.
自
ら
ケ
援
け
る
外
な
き
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
活
め
に
諸
都
市
を
し
オ
リ
ガ
I
キ
l
て
民
主
政
治
合
庭
せ
し
め
、
寡
頭
政
治
た
ら
し
め
ん
ざ
し
た
。
こ
れ
に
謝
す
る
反
抗
の
熔
火
は
北
方
-
ア
1
ぺ
に
あ
が
b
、
レ
タ
ク
ト
ラ
の
戟
(
紀
元
前
三
七
一
年
〉
で
、
-ア
I
ぺ
の
愛
国
者
エ
バ
ミ
ノ
ン
ダ
ス
に
依
っ
て
、
九
バ
Y
タ
は
王
諸
共
に
会
軍
の
竿
数
以
上
も
滅
ん
で
し
ま
っ
た
。
而
し
、
こ
の
ア
l
ぺ
の
覇
権
も
十
年
間
以
上
は
績
か
子
、
紀
元
前
三
六
二
年
の
マ
ン
-
ア
イ
ニ
ア
の
戦
に
エ
バ
ミ
ノ
ン
ダ
久
が
倣
沌
れ
る
や
、
戦
は
-
ア
l
ぺ
に
ご
っ
て
勝
利
で
あ
っ
た
が
、
偉
大
な
指
導
者
た
る
彼
ケ
失
つ
て
は
、
-プ
1
ぺ
の
勢
力
は
地
に
墜
も
た
。
、
a
司
、
.
カ
〈
ギ
ソ
ジ
ヤ
都
市
を
一
因
民
に
結
合
す
べ
き
有
力
な
る
都
市
岡
家
は
相
次
い
で
互
守
口
ぽ
し
、
A
1
や
ギ
ソ
ジ
ヤ
の
北
隣
に
起
b
、
而
し
て
ギ
y
ジ
ヤ
の
制
御
立
を
お
び
や
か
さ
ん
ざ
し
つ
〉
あ
っ
た
竿
未
開
王
図
マ
ケ
ド
一
致
問
給
、
こ
れ
に
抵
抗
す
る
こ
さ
の
出
来
な
い
程
、
孤
立
し
、
疲
弊
し
て
を
っ
た
。
こ
れ
一
ア
に
謝
し
て
、
は
彼
の
デ
モ
ス
・
ア
キ
ス
の
雄
辞
す
ら
も
、
古
代
の
ギ
y
ジ
ヤ
精
一
仰
を
喚
起
さ
せ
る
こ
さ
の
出
来
な
か
っ
た
如
き
、
赴
曾
上
に
も
、
政
治
上
に
も
分
裂
の
時
代
で
あ
っ
た
。
紀
元
前
三
五
O
年
は
、
ア
y
ヤ
ン
諸
問
ケ
話
し
、
ギ
y
ジ
ヤ
文
化
を
持
っ
た
こ
の
剛
健
な
る
山
住
み
の
混
血
民
族
が
覇
様
掌
握
へ
一
歩
を
踏
み
入
れ
た
始
め
で
あ
っ
た
。
マ
ケ
ド
ニ
ア
王
フ
イ
y
ヅ
プ
ヨ
ロ
ザ
が
ギ
y
ジ
ヤ
都
市
問
の
政
争
に
干
渉
し
、
進
ん
で
抗
争
ご
な
り
、
遂
に
ケ
ー
ロ
ネ
1
ア
の
戦
〈
紀
元
前
三
三
八
年
〉
で
ア
ア
ネ
、
-
7
1
ぺ
の
同
盟
旬
以
を
破
b
、
・
次
い
M
で
倫
反
抗
じ
っ
、
あ
っ
た
久。
ρ
Y
タ
を
除
く
、
会
ギ
リ
ジ
ヤ
都
市
を
コ
y
y
ト
に
合
し
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
同
盟
を
結
び
、
ギ
y
ジ
ヤ
聯
盟
の
ア
リ
ス
ト
テ
ν
ス
の
枇
合
阜
的
思
想
六
七
商
業
さ
経
済
--4 
ノ、
入
主
ざ
し
て
の
自
己
の
地
位
を
打
も
建
て
る
に
至
っ
た
。
更
に
、
こ
の
同
盟
の
兵
力
を
合
せ
て
、
絡
に
ア
ジ
ア
へ
の
遠
征
を
企
て
ん
ざ
し
た
プ
イ
y
y
プ
も
、
一
三
三
ハ
年
に
暗
殺
コ
れ
て
、
空
し
く
そ
の
一
雄
固
は
消
え
た
。
こ
こ
に
、
異
に
ギ
リ
ジ
ヤ
を
統
率
し
て
、
世
界
帝
闘
の
創
迭
に
向
は
し
め
る
使
命
以
、
勝
目
時
二
十
歳
の
少
年
た
り
し
そ
の
子
、
ア
レ
キ
サ
y
，
グ
ア
k
o
g
E
R
に
務
も
た
の
で
あ
っ
た
。
二
年
間
を
彼
の
帝
国
統
一
の
忽
に
費
し
て
後
、
彼
ア
レ
キ
サ
ン
グ
ア
は
ヘ
レ
ス
ポ
ン
ト
を
越
え
て
、
紀
元
前
一
二
三
四
年
の
春
に
ア
ジ
ア
へ
の
勝
利
に
恵
ま
れ
た
遠
征
が
始
ま
っ
た
。
遠
征
五
年
の
後
、
カ
ス
ピ
ア
海
か
ら
ヒ
Y
ヅ
1
グ
ヅ
ジ
ユ
に
至
る
ア
ジ
ア
の
大
竿
を
得
、
更
に
印
皮
へ
の
遠
征
を
加
へ
た
前
後
十
二
年
の
問
、
買
に
花
々
し
い
活
舞
蚕
の
生
活
で
あ
っ
た
。
バ
ピ
廿
γ
を
首
都
ご
し
て
、
彼
の
偉
大
な
計
査
は
全
世
界
を
ギ
ソ
ジ
ヤ
文
化
に
化
せ
ん
ご
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ギ
ソ
ジ
ヤ
文
化
の
世
界
化
を
助
け
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
ア
レ
キ
サ
ジ
グ
ア
の
遠
征
に
依
っ
て
、
東
方
諸
国
の
不
思
議
は
あ
ば
か
れ
、
そ
の
撲
大
さ
れ
た
視
界
は
、
赫
々
た
る
過
去
含
有
す
る
ギ
η
ノ
ジ
ヤ
の
母
図
を
し
て
、
新
な
潮
流
ケ
辿
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
ぜ
な
っ
た
。
而
も
、
こ
の
潮
流
の
何
庭
か
ら
何
庖
へ
向
ふ
ぺ
き
か
は
ま
だ
何
人
も
知
ら
な
か
っ
た
。
然
し
な
が
ら
、
不
幸
に
し
て
、
こ
の
偉
大
な
企
も
、
三
二
三
年
に
、
バ
ピ
甘
Y
で
、
大
王
の
三
十
二
の
年
争
最
後
ご
し
て
の
病
放
に
依
り
遂
げ
ら
れ
る
機
舎
を
失
っ
た
。
ア
カ
デ
ミ
ア
に
於
け
る
一
些
徒
ざ
し
て
、
ア
リ
久
ト
-
プ
レ
ス
は
プ
ラ
ト
y
の
理
想
主
義
に
十
分
の
親
し
み
を
持
も
、
そ
の
偉
大
な
哲
m
学
者
の
息
の
下
に
生
活
し
て
ゐ
た
。
彼
も
亦
自
己
の
周
回
の
一
粧
台
事
情
に
、
通
暁
し
て
ゐ
た
。
一
彼
は
マ
ケ
ド
ニ
ア
に
さ
っ
て
絶
好
の
機
曾
た
ら
し
め
た
ギ
y
ジ
ヤ
全
土
の
紛
叫
訟
も
見
た
。
彼
は
支
配
階
絞
の
股
賄
等
ω
如
き
、
道
徳
上
、
政
治
上
の
廃
類
を
あ
り
の
伎
に
見
せ
付
け
ら
れ
た
。
又
、
ア
ア
ネ
の
民
主
政
治
も
、
ス
パ
Y
タ
の
寡
頭
政
治
も
共
に
失
敗
で
あ
っ
た
こ
さ
も
目
撃
し
た
。
彼
は
マ
ケ
ド
ニ
ア
を
見
る
こ
さ
に
モ
ナ
ー
し
キ
l
依
っ
て
、
世
界
帝
国
の
後
展
さ
統
治
に
常
つ
て
の
君
主
政
治
の
カ
を
戚
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
彼
は
一
つ
の
政
治
的
主
権
の
下
に
集
め
ら
れ
た
最
も
種
々
な
る
閥
民
性
を
見
、
且
っ
そ
れ
等
に
共
通
な
る
人
間
の
特
性
を
も
観
察
し
ア」
0
・ィー
す
べ
て
こ
れ
等
の
成
化
に
敏
成
で
あ
っ
た
が
故
に
、
彼
の
如
き
偉
大
な
心
は
、
論
理
一
挙
及
び
形
而
上
撃
の
紳
秘
的
な
る
に
満
足
し
て
ゐ
る
こ
さ
は
出
来
な
か
っ
た
。
一
枇
合
及
び
園
家
の
中
に
現
は
れ
た
如
き
人
間
生
活
の
紳
泌
を
探
し
求
め
な
け
れ
ば
止
ま
な
か
っ
た
。
第
二
節
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
生
涯
ア
ソ
ス
ト
ア
レ
ス
は
紀
元
前
三
八
四
年
に
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ト
ラ
キ
ア
の
沿
岸
λ
タ
グ
イ
ラ
ω
z
mめ
吉
ざ
い
ふ
ギ
y
ジ
ヤ
都
市
に
生
れ
た
。
父
は
マ
ケ
ド
ニ
ア
王
ア
ミ
ン
タ
久
二
世
の
侍
皆
ニ
コ
マ
コ
λ
z
r
o
g件
。
ω
で
、
間
内
凶
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
祉
A
V
u
阜
的
思
想
品、r
h
J
ノ
J
ノ
商
業
さ
経
法
三
七
O
術
の
開
組
さ
も
崇
め
ら
れ
た
エ
ス
ク
レ
ピ
オ
λ
の
直
系
で
あ
っ
た
，
そ
れ
故
仁
、
父
ニ
コ
マ
コ
ス
さ
マ
ケ
ド
ニ
ア
玉
三
の
交
り
は
‘
延
ひ
て
は
雨
者
の
怠
子
ア
リ
ノ
只
ト
ア
レ
久
ざ
プ
イ
リ
ッ
プ
ど
の
交
遊
ざ
な
り
、
こ
の
こ
さ
が
こ
の
偉
大
な
る
哲
卒
者
の
運
命
に
も
相
蛍
の
交
渉
や
永
一
川
し
た
-
』
ご
で
あ
ら
う
。
彼
の
母
の
ブ
ア
エ
ス
チ
ス
は
カ
Y
キ
久
生
れ
で
あ
っ
た
が
、
少
年
の
或
る
時
代
は
マ
ケ
ド
ニ
ア
朝
廷
の
雰
困
、
、
、
気
の
中
に
過
し
、
そ
こ
に
於
い
て
、
勝
来
の
人
ざ
な
り
を
作
り
得
た
こ
さ
で
あ
ら
う
。
雨
親
を
十
七
歳
以
前
に
失
っ
た
が
、
十
分
な
る
遺
産
が
あ
っ
た
怨
に
、
そ
れ
を
以
っ
て
、
知
的
修
養
を
な
す
こ
之
が
出
来
、
早
く
も
若
少
の
頃
か
ら
、
そ
の
輝
き
を
示
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。
雨
一
親
の
放
後
、
彼
は
営
時
ス
タ
グ
イ
ラ
に
住
ま
っ
て
ゐ
た
父
の
友
人
ア
タ
Y
ネ
ク
ス
の
プ
ロ
グ
セ
ノ
ス
の
世
話
の
下
に
置
か
れ
た
。
彼
の
精
紳
の
偉
大
き
ご
比
べ
て
、
身
睦
は
著
し
く
相
違
し
て
ゐ
た
。
短
躯
に
し
て
、
限
は
殊
に
少
く
、
肢
は
不
釣
合
に
ま
で
細
く
、
吃
り
、
臆
し
た
る
一
式
ひ
方
を
し
、
ぞ
れ
故
に
、
外
見
を
飾
っ
た
り
、
優
美
な
九
月
な
b
佐
し
た
り
し
て
、
こ
れ
等
の
見
苦
し
い
ご
こ
ろ
を
補
ふ
こ
ご
に
心
佐
〈
ば
っ
て
ゐ
た
三
一
去
は
れ
る
。
然
し
な
が
ら
、
彼
の
か
〉
る
見
栄
を
気
に
す
る
こ
ご
も
、
彼
の
生
涯
を
通
じ
て
の
熱
情
で
あ
っ
た
知
識
に
劃
す
る
熱
烈
な
る
追
求
を
殺
ぐ
こ
さ
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
三
六
七
年
、
彼
の
十
七
の
年
に
、
プ
ラ
ト
ン
の
ア
カ
デ
ミ
ア
の
名
投
を
慕
っ
て
、
泣
く
ア
ア
ネ
に
遊
亭
す
る
に
至
っ
た
。
か
の
六
十
の
坂
を
越
え
た
一
局
康
の
老
哲
卒
者
ご
、
こ
の
十
七
歳
の
敏
成
な
青
年
率
徒
さ
の
身
陸
上
の
相
違
は
大
し
た
妨
げ
を
活
き
宇
し
て
、
等
し
く
智
的
欲
求
に
お
す
る
執
着
は
一
附
人
の
親
交
の
基
を
作
b
、
爾
来
二
十
年
間
、
プ
ラ
b
y
の
死
に
至
る
迄
緩
い
た
の
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ト
ン
は
直
ち
に
弟
子
ア
y
九
ト
ア
レ
ザ
ハ
の
債
値
を
認
め
、
彼
ヶ
「
我
が
塾
の
心
」
さ
呼
び
、
「
拍
車
よ
b
も
手
綱
を
要
す
る
の
人
」
ご
呼
ぶ
に
至
っ
た
。
師
プ
-
フ
ト
シ
に
依
っ
て
深
く
成
化
を
受
け
た
さ
は
離
も
、
彼
ア
y
ユ
ト
ア
レ
久
は
、
後
通
の
如
く
、
プ
ラ
ト
ン
の
哲
郎
T
的、
理
想
主
義
的
傾
向
さ
著
し
く
異
っ
た
科
卒
的
、
賞
際
的
傾
向
を
持
っ
た
立
場
ケ
後
反
せ
し
め
た
。
ぞ
れ
故
、
ア
カ
デ
ミ
ア
の
頭
ご
し
τ、
師
の
後
を
継
承
す
る
こ
ご
は
彼
に
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
二
四
七
年
、
プ
ラ
ト
ン
の
死
後
直
も
に
、
ア
y
九
ト
-
プ
レ
ス
は
以
前
の
早
友
で
あ
b
、
営
時
小
亜
細
亜
の
俗
主
た
り
し
へ
Y
メ
ア
ス
固
め
5
0一
訟
の
招
待
を
受
け
て
、
ア
タ
Y
ネ
ク
ス
に
赴
い
た
。
此
彪
に
彼
は
へ
Y
メ
ア
ユ
の
顧
問
ご
し
て
二
年
間
止
ま
っ
て
ゐ
た
。
三
四
四
年
に
ア
タ
Y
ネ
タ
ス
は
ア
Y
タ
ク
セ
Y
ク
セ
ス
の
手
に
陥
し
入
れ
ら
れ
、
へ
Y
メ
ア
九
は
殺
さ
れ
た
。
ア
y
ス
ト
ア
レ
ザ
ハ
は
へ
Y
メ
ア
ス
の
姪
で
あ
り
、
且
つ
養
女
で
あ
っ
た
ピ
ジ
ア
ス
q
P
5
さ
共
々
v
λ
ポ
ス
烏
の
ミ
テ
'
イ
レ
I
ネ
に
逃
が
れ
た
。
こ
こ
で
こ
の
皇
女
さ
結
婚
し
た
が
、
彼
が
三
十
六
歳
の
時
で
あ
b
、
和
し
て
ゐ
る
こ
ご
、
思
ひ
令
さ
れ
る
。
こ
れ
は
彼
が
後
に
男
の
結
婚
生
活
に
入
る
べ
き
相
営
の
年
齢
で
あ
る
芯
TIt 
2
、
(
い
向
吋
}
回
日
町
c
-
5
2
u
口
・
〈
口
u
同
小
日
。
一
ベ
デ
一
』
H
H
C
J
t
丘門・
プ
明
ス
ト
テ
ν
ス
の
社
合
早
的
岡
山
砲
三
七
一
商
業
さ
経
済
数
年
後
に
妻
の
ピ
ジ
ア
ス
は
幼
き
娘
を
泣
し
て
死
己
し
た
。
三
七
二
こ
れ
よ
り
先
き
、
ア
テ
ネ
滞
在
時
代
に
、
彼
よ
り
一
年
々
者
に
し
て
、
且
つ
二
十
三
歳
じ
し
て
王
位
に
印
い
た
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
フ
イ
ソ
ッ
プ
王
さ
の
親
交
は
続
レ
て
ゐ
た
が
、
そ
の
子
ア
レ
キ
サ
ジ
グ
ア
が
三
五
六
年
に
生
れ
る
や
、
ア
イ
Y
ツ
プ
は
営
時
ア
カ
デ
ミ
ア
の
向
学
徒
た
り
し
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
す
一
日
を
な
っ
て
、
ア
レ
キ
ナ
y
グ
ア
殺
育
の
任
に
あ
た
ら
ん
こ
ご
を
慾
活
し
て
ゐ
る
o
レ
ス
ポ
ス
に
於
け
る
暫
し
の
滞
在
後
、
ア
ソ
λ
ト
-
プ
レ
ス
は
官
時
十
四
歳
の
こ
の
若
き
ア
レ
キ
ナ
ン
グ
ア
の
家
庭
教
師
た
る
ぺ
く
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
首
府
ペ
ラ
へ
招
か
れ
た
。
こ
〉
に
彼
は
入
年
間
を
過
し
、
除
限
を
利
用
し
て
は
多
〈
の
機
舎
を
作
っ
て
、
旅
行
を
な
し
、
多
く
の
事
物
を
翻
察
し
、
将
来
の
著
述
に
濁
す
る
材
料
を
集
め
て
ゐ
た
。
ア
レ
キ
サ
ン
グ
ア
が
三
三
六
年
に
王
位
に
印
〈
や
、
彼
は
変
す
る
ア
-
プ
ネ
へ
さ
師
っ
て
来
た
。
山
首
時
グ
セ
ノ
ク
ラ
ア
ス
M
8
0
0「与の
ω
が
ア
カ
デ
ミ
ア
の
頭
で
あ
り
、
ア
y
ス
ト
ア
レ
ス
は
彼
並
び
に
彼
の
殺
誌
に
好
意
子
持
ち
得
な
か
っ
た
の
で
、
こ
〉
に
y
ユ
ケ
イ
オ
y
r
L内一
g
b
-問
聞
い
た
。
こ
れ
は
ア
-
プ
ネ
の
郊
外
ア
ポ
官
-
Y
ユ
ケ
イ
オ
ス
の
森
の
中
に
あ
り
、
こ
¥
A
で
樹
問
を
沼
逢
し
な
が
ら
弟
子
を
導
き
、
彼
の
死
に
至
る
ま
で
十
二
年
以
上
に
亙
っ
て
、
殺
育
家
ざ
し
て
眼
先
し
い
働
き
振
り
を
示
し
て
ゐ
る
o
世
人
の
彼
の
皐
徒
ぞ
治
迭
問
予
波
厚
ユ
3a
丘
町
ωorJ。
一
ご
砕
す
る
の
も
こ
〉
に
基
い
て
ゐ
る
。
そ
の
一
講
義
は
午
前
中
は
選
ば
れ
た
る
上
放
の
子
治
を
集
め
て
、
哲
皐
を
講
じ
、
午
後
は
好
牟
の
一
一
般
民
衆
に
向
っ
て
、
政
治
皐
等
の
平
易
な
部
門
を
講
義
し
た
様
で
あ
る
Q
ア
レ
キ
?
ジ
グ
ア
大
王
ご
の
関
係
は
続
い
て
ゐ
た
。
大
王
か
ら
こ
の
y
ユ
ケ
イ
オ
ン
の
金
時
代
を
通
じ
て
、
彼
は
時
々
彼
の
自
然
科
卒
研
究
資
料
の
結
局
に
、
珍
ら
し
き
動
植
物
を
法
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
ぞ
れ
に
も
増
し
て
、
多
額
の
研
究
費
を
も
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
た
o
こ
れ
に
依
っ
て
、
蛍
時
の
最
も
貴
重
な
る
同
書
を
集
め
得
た
さ
も
云
は
れ
る
。
大
王
が
三
二
三
年
に
突
然
バ
ピ
ロ
ン
で
逝
く
な
り
、
従
っ
て
マ
ケ
ド
ニ
ア
王
園
の
崩
壊
は
会
ギ
y
ジ
ヤ
の
都
市
図
家
を
し
て
自
閣
の
猪
立
を
一
再
び
獲
得
せ
ん
ど
す
る
に
至
っ
た
。
ア
ア
キ
に
は
反
マ
グ
ド
ニ
ア
主
義
が
は
び
甲
〕
L
ッ、
ア
y
ス
ト
ア
レ
ス
も
こ
の
時
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
に
同
情
を
有
す
る
も
の
さ
疑
は
れ
、
y
ク
ヨ
ア
ス
ご
同
じ
く
不
敬
一
紳
の
罪
名
の
下
に
告
後
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
「
ア
ア
ネ
は
一
再
度
哲
皐
に
お
し
て
罪
ケ
犯
す
べ
か
ら
十
o」
h
h
〉
任
。
ロ
ω
g
z
ω
門
口
O
け
ω一H
H
P
∞
め
の
O
口
弘
巳
5
0
ロm
m
H
E
E
E
H己
0
8町一)可こ
こ
れ
は
彼
が
自
己
の
逃
が
れ
る
こ
さ
の
正
皆
な
る
こ
さ
会
詮
し
た
一
一
一
一
口
葉
さ
云
は
れ
る
o
彼
は
か
、
ふ
る
一
一
一
一
口
菜
を
残
し
て
、
官
つ
て
は
プ
ラ
ト
ン
の
下
に
殺
を
乞
ひ
、
今
は
y
ユ
ケ
イ
オ
ン
の
曾
敬
さ
れ
た
頭
ご
し
て
生
活
し
て
ゐ
た
ア
テ
ネ
に
背
骨
向
け
て
、
母
の
生
地
カ
Y
キ
ス
に
逃
が
れ
た
。
こ
の
地
に
於
い
て
、
間
も
な
く
、
同
じ
三
二
二
年
に
、
六
十
二
歳
ケ
最
後
ご
し
て
、
慢
性
胃
病
の
然
に
、
こ
の
ギ
y
ジ
ヤ
民
放
の
生
ん
π最
も
偉
大
な
率
問
ア
n，
ス
ト
テ
ν
ス
の
枇
合
恐
的
岡
山
砲
三
七
三
商
業
さ
経
済
三
七
四
界
の
一
明
星
は
呼
吸
ケ
引
き
ご
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ア
η
ノ
ス
ト
ア
レ
ス
は
俗
主
へ
Y
メ
ア
λ
の
顧
問
に
な
っ
た
以
外
に
は
何
等
の
一
公
の
役
に
つ
い
た
記
録
は
な
ぃ
。
彼
の
過
し
た
生
涯
は
思
想
家
で
あ
る
さ
共
に
皐
究
ご
し
て
、
又
、
組
織
家
で
あ
る
さ
共
に
殺
師
ざ
し
て
、
知
識
を
得
る
こ
ぎ
冶
教
へ
る
こ
ご
で
あ
っ
た
。
第
三
節
一
砿
合
亭
閲
係
の
著
書
ア
ク
ス
ト
-
プ
レ
ス
の
著
作
ε務
せ
ら
れ
る
も
の
の
現
存
し
て
ゐ
る
も
の
の
み
で
も
、
多
数
に
の
ぼ
り
、
而
も
そ
の
論
題
の
多
方
面
な
る
に
は
何
人
も
驚
く
ご
こ
ろ
で
あ
ら
う
。
然
し
、
そ
れ
等
の
著
作
を
そ
の
内
容
に
従
っ
て
一
、
論
理
率
的
υ
二
、
形
而
上
亭
的
υ
三
、
自
然
科
率
的
。
四
、
政
治
山
学
的
。
等
芝
大
別
す
る
こ
さ
が
出
来
る
o
こ
の
中
、
本
篇
に
関
係
す
る
彼
の
一
枇
曾
率
的
思
想
を
窺
ふ
こ
さ
の
出
来
る
の
〉
p
g
一g
m
E
B
は
主
ざ
し
て
政
治
率
的
著
作
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
政
治
郎
T
』
可
色
町
一
♂
3
5
Z・
『
ア
テ
ネ
の
憲
法
』
HWOω
匂ロ巴片山、(リ。ロ
ω
吾口広
O
ロ
O
門
〉
岳
02ω
『
倫
理
的
学
』
E
z
s
z
r
o
g忠
rm♂
Z
W
O
B
R
宮
山
口
出
E
g・
等
が
現
存
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
従
っ
て
こ
れ
等
が
赴
合
率
関
係
の
著
書
さ
見
倣
れ
る
o
『
政
治
風
己
は
入
籍
か
ら
成
立
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
配
列
の
順
序
に
就
い
て
は
、
何
等
組
織
立
っ
て
最
初
か
ら
な
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
論
理
上
、
現
存
の
形
で
は
そ
の
順
序
の
顛
倒
せ
る
か
さ
も
疑
は
れ
る
筒
所
も
あ
り
、
脱
落
、
又
は
後
人
の
附
加
し
た
さ
忠
は
れ
る
部
分
も
ゐ
る
。
然
し
な
が
ら
、
か
、
為
る
黙
は
そ
の
年
代
の
距
り
か
ら
云
っ
て
も
品
川
m
Aあ
り
得
る
こ
さ
で
、
い
づ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
書
が
ヅ
エ
ラ
I
N
oロ
2
の
云
っ
た
如
く
、
「
古
代
ギ
リ
ジ
ヤ
の
遺
し
た
最
も
驚
異
す
ぺ
き
著
作
」
で
あ
る
こ
ご
に
疑
は
な
い
。
而
し
て
、
こ
の
書
は
同
家
の
性
質
、
凶
家
の
構
成
、
革
命
、
殺
育
等
や
-
論
体
」
る
も
の
で
、
彼
の
一
枇
合
思
想
念
窺
ふ
に
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
O 『
ァ
ア
ネ
の
憲
法
』
さ
務
す
る
も
の
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
百
五
十
八
の
ギ
y
ジ
ヤ
諸
岡
の
憲
法
を
書
き
、
『
諸
国
論
』
司
0
]
ぽ
庄
の
名
の
も
ご
に
呼
ば
れ
て
ゐ
た
も
の
、
一
篇
を
な
す
も
の
で
あ
る
ざ
さ
れ
て
ゐ
る
。
他
は
み
な
散
伏
し
て
停
は
ら
子
、
こ
の
『
ア
ア
ネ
の
憲
法
』
も
一
入
九
一
年
に
エ
ジ
プ
ト
に
於
レ
て
後
見
さ
れ
た
バ
ピ
Y
λ
に
載
っ
て
ゐ
た
ご
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
彼
が
百
五
十
八
の
岡
家
の
制
度
ケ
蹄
納
的
に
比
較
法
に
依
っ
て
研
究
し
た
ア
テ
ネ
の
憲
政
史
で
あ
っ
て
、
彼
の
最
初
の
注
意
は
「
何
を
な
す
ぺ
き
か
」
よ
り
「
何
ん
で
あ
る
か
」
に
あ
っ
た
。
ぞ
れ
故
に
か
、
る
事
賓
の
蒐
集
が
必
要
で
あ
b
、
第
一
に
部
分
に
目
を
付
け
、
然
る
後
全
世
に
及
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
事
貫
あ
り
の
佳
に
観
た
ご
こ
ろ
の
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
「
倫
理
亭
』
は
通
常
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
皐
』
ご
呼
ば
れ
、
ア
y
ス
ト
ア
レ
只
の
息
ニ
コ
マ
コ
サ
ハ
の
編
韓
に
懸
り
、
『
政
治
学
』
が
一
一
部
は
此
合
か
ら
児
た
善
の
研
究
に
関
す
る
論
述
で
あ
る
に
謝
し
て
、
こ
れ
は
個
人
か
ら
見
た
善
を
研
究
す
る
論
述
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
個
人
的
善
の
一
此
合
的
善
に
お
す
る
凶
係
や
述
べ
た
も
の
で
、
間
接
ア
リ
ス
ト
テ
ν
ス
の
紅
合
阜
的
思
想
三
七
五
商
業
主
経
路
七
六
的
に
彼
の
一
耽
合
観
念
ゃ
窺
ふ
を
得
る
も
の
で
あ
る
。
第
四
節
「
政
Y台
亭
ιヨ
ア
ソ
ス
ト
-
プ
レ
ス
は
前
述
の
如
く
、
↓
粧
台
哲
山
中
に
関
し
て
単
濁
の
論
文
を
泣
し
て
ゐ
な
レ
こ
さ
は
プ
ラ
ト
ン
ご
等
し
く
す
る
ご
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
理
由
は
問
者
会
く
同
じ
で
あ
与
ア
リ
ノ
ス
ト
-
プ
レ
ス
は
個
人
の
最
高
の
生
活
は
濁
り
岡
家
に
於
い
て
の
み
可
能
で
あ
る
が
故
に
、
政
治
郎
?
?
以
て
す
ぺ
て
を
合
h
u
科
率
ご
見
倣
し
て
ゐ
る
。
岡
家
は
一
耽
曾
の
最
も
明
か
な
る
形
式
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
あ
ら
ゆ
る
結
令
中
、
最
高
で
あ
り
、
且
っ
す
¥ノ
4
吐
ぺ
て
を
包
合
す
る
さ
こ
ろ
の
、
人
々
の
結
合
で
あ
る
」
さ
解
せ
ら
れ
る
故
に
、
彼
が
そ
の
著
「
政
治
亭
』
中
で
取
扱
っ
て
ゐ
る
も
の
は
、
現
代
の
政
治
的
学
の
如
き
に
相
常
す
る
は
、
そ
の
僅
か
一
部
分
に
し
て
、
ぞ
れ
以
上
に
多
く
の
事
柄
に
亙
っ
て
ゐ
る
。
彼
は
人
間
の
一
枇
合
生
活
の
理
論
を
会
憾
ざ
し
て
、
明
瞭
に
把
握
し
て
ゐ
%
故
に
、
こ
の
『
政
治
部
T
』
は
政
治
哲
郎
?
?
取
扱
ふ
さ
共
に
、
一
枇
合
哲
閉
山
予
を
も
取
扱
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
註
3
、
商
業
及
経
済
第
八
年
第
二
加
.
前
拐
拙
稿
第
四
節
妻
照
0
4
、F
c
o
m
-
4
y
o
M
M
C
H
E
g
-
可
EFvmOM)】
岡
、
。
同
〉
江
印
円
。
己
♂
句
・
ω・
エ
Y
ク
ツ
ド
向
子
〈
O
O
仏
は
臼
〈
、
「
『
政
治
率
』
は
事
費
、
図
家
の
見
地
か
ら
解
秤
し
た
る
一
つ
の
一
此
合
哲
郎
寸
腔
系
ざ
し
て
特
長
付
け
る
こ
さ
が
出
来
る
。
ー
ー
そ
の
見
地
は
コ
ム
ト
C
B円
。
ゃ
、
大
部
分
の
一
枇
合
同
学
者
が
い
つ
か
は
こ
の
児
地
に
立
つ
に
至
る
芯
こ
ろ
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
、
園
家
は
あ
ら
ゆ
ス
ペ
ン
ヂ
l
m
H
)
0
5
2
が
強
調
し
た
ご
こ
ろ
で
あ
り
、
且
つ
る
一
肱
曾
的
考
へ
方
に
ご
っ
て
自
然
的
車
位
で
あ
る
ご
こ
ろ
の
結
合
で
あ
る
か
ら
。
そ
れ
故
に
、
久
の
会
憾
の
態
度
ざ
い
ふ
も
の
は
、
正
に
文
字
通
り
一
耽
曾
m
学
者
の
態
度
で
あ
る
さ
云
へ
る
。
」
ア
リ
ノ
九
ト
ア
レ
註
5
、
〉
同
一
回
向
。
円
r
w
g
p
m
o口一
O
]
o
m
z
r
t
k
Hロ
g
u
o同
F
O
K〆
B
0
1
2
P
K
F
E門
戸
何
回
出
同
丘
町
C
H
X
{
g
-
S
L
∞O口
一
己
山
口
一
g
口
ouww
己
ミ
J
3
0
N
u
句
・
小
品
l
u
・
オ
I
Y
ホ
1
ド
4
克
己
目
σ丘
も
彼
が
諒
し
た
『
政
治
卒
』
の
序
一
一
日
中
に
次
の
如
き
簡
輩
な
る
説
明
を
し
て
ゐ
る
。
「ァ
y
ス
ト
ア
レ
ス
並
び
に
古
代
の
営
事
者
す
ぺ
て
に
依
っ
て
解
せ
ら
れ
た
政
治
率
的
も
政
治
科
挙
は
現
代
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
如
き
、
狭
き
制
限
さ
れ
た
意
味
で
は
な
く
し
て
、
車
に
個
人
ざ
し
て
で
は
な
〈
、
家
族
及
び
岡
家
の
一
員
ざ
し
て
の
人
類
の
善
並
び
に
人
の
本
性
の
問
題
。
Y
考
察
せ
る
科
卒
ざ
し
て
で
あ
る
o
」
政
治
与
さ
は
如
何
な
る
も
の
を
意
味
す
る
か
の
説
明
に
就
い
て
は
、
程
々
な
る
後
人
の
解
蒋
を
懇
げ
る
よ
b
は
先
づ
ア
y
久
ト
ア
レ
九
自
身
が
「
倫
理
亭
』
中
に
説
明
せ
る
含
見
れ
ば
、
彼
は
臼
〈
。
「
A
1
迄
の
、
あ
ら
ゆ
る
著
者
は
立
注
問
題
を
何
等
究
も
せ
宇
に
看
過
し
て
ぬ
た
か
ら
、
我
々
自
ら
そ
れ
を
究
め
る
?
な
し
ろ
よ
し
さ
し
、
一
平
賀
、
我
々
の
出
来
得
る
限
り
に
於
い
て
、
人
性
哲
亭
ey
完
成
せ
ん
が
結
局
に
、
政
¥
h
ノ
内
U
治
問
中
の
会
問
題
を
先
め
る
が
望
ま
し
さ
こ
さ
で
あ
る
c
」
註
6
、
開
門
町
一
口
切
旭
国
・
u
p
一A
V
U
叶
円
・
}
)
H
h
v
a
0・
ア
リ
ス
子
一
ア
ν
ス
の
祉
A
M
M
早
的
思
組
三
七
七
商
業
さ
経
前
三
七
八
政
治
皐
研
究
は
人
性
哲
撃
を
完
成
せ
ん
が
魚
、
必
要
な
る
も
の
で
あ
る
さ
解
せ
ら
れ
る
。
又
、
「
貫
際
生
活
や
行
殺
に
閲
し
て
、
主
主
日
の
何
た
る
か
を
知
る
の
は
甚
だ
重
大
で
あ
る
0
・
:
:
:
:
少
な
く
さ
も
大
睦
に
、
こ
の
主
主
日
の
何
た
る
か
、
ま
た
、
ぞ
れ
が
科
m
A
T
及
び
才
能
の
中
の
い
づ
れ
が
目
的
で
あ
る
か
ケ
逃
ぺ
る
ぺ
き
で
あ
る
。
こ
の
主
善
の
目
的
は
最
も
椛
成
あ
り
、
最
も
包
括
的
で
あ
る
さ
蛍
然
考
へ
ら
れ
る
。
こ
れ
こ
ぞ
政
治
翠
]vo-rg
で
あ
る
。
こ
の
政
治
的
学
は
岡
家
に
於
い
て
は
如
何
な
る
科
撃
が
必
要
な
る
ぺ
き
か
、
叉
、
佃
人
は
如
何
な
る
栂
類
の
科
息
子
を
率
び
、
如
何
な
る
程
・
民
の
熟
…
速
を
要
す
る
か
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
・
:
こ
の
主
善
の
研
究
は
倒
人
の
場
合
の
み
ぞ
考
へ
て
み
て
も
満
足
な
る
事
で
あ
る
が
、
然
し
、
全
国
民
又
は
図
家
会
陸
に
ご
っ
て
主
善
を
研
究
す
る
こ
さ
は
一
見
に
高
備
な
、
よ
き
こ
さ
で
あ
る
よ
詰
7
、
出
岳
山
の
m-
国
-
F
N
-
か
く
彼
は
主
善
を
研
究
す
る
に
蛍
っ
て
、
政
治
問
予
を
最
も
権
威
あ
る
、
包
括
的
な
、
各
科
卒
の
上
に
位
す
る
も
の
で
あ
る
ご
考
へ
た
の
で
あ
っ
た
。
更
に
、
-
)
れ
は
倒
人
的
善
さ
共
に
一
肱
合
に
於
け
る
善
の
研
究
を
力
説
せ
る
も
の
で
、
粧
台
科
卒
の
立
場
で
あ
る
。
か
く
て
、
我
々
は
プ
ラ
ト
γ
や
ア
ソ
ス
ト
ア
V
ス
に
依
っ
て
、
政
治
皐
さ
郁
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
粧
台
組
織
一
般
の
理
論
の
率
で
あ
る
さ
解
す
る
こ
ご
が
出
来
る
。
以
下
数
節
に
亙
っ
て
、
ア
リ
ノ
ス
ト
ア
レ
ス
の
『
政
治
皐
』
中
よ
り
、
そ
の
赴
食
事
的
思
想
を
後
見
せ
ん
ご
す
る
の
で
あ
る
。
プ
フ
ト
シ
の
綜
合
的
考
察
さ
比
べ
て
、
ア
y
ス
ト
ア
V
ス
は
、
各
問
題
を
そ
の
構
成
要
素
に
分
解
し
て
、
考
察
せ
ん
ざ
す
る
、
科
率
的
方
法
を
ご
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
「
そ
れ
故
に
、
我
々
は
岡
家
を
構
成
す
る
要
素
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
:
:
・
:
:
図
家
に
し
ろ
、
其
他
の
も
の
に
し
ろ
、
そ
の
後
生
、
起
源
に
就
い
て
考
察
す
る
者
は
、
そ
れ
等
に
関
し
て
最
も
明
瞭
な
る
見
解
を
得
る
で
あ
ら
う
。
」
詰
8
、旬。ロ
Z
2・HU
同
日
同
こ
れ
こ
そ
、
彼
が
研
究
法
の
会
精
一
仰
を
簡
潔
に
表
現
せ
る
も
の
さ
一
疋
へ
る
。
第
五
節
枇
舎
の
起
源
及
び
本
質
ア
ソ
ス
ト
ア
レ
ス
の
一
枇
合
及
び
赴
合
組
織
に
関
す
る
観
念
は
如
何
。
彼
は
一
肱
舎
の
考
察
に
蛍
b
、
ぞ
れ
等
の
「
起
源
及
び
後
生
」
に
就
い
て
の
研
究
全
な
す
さ
共
に
、
そ
の
・
「
構
成
要
素
」
の
研
究
も
重
要
視
し
て
ゐ
る
。
彼
は
一
枇
舎
の
・
起
源
を
、
プ
ラ
ト
ン
の
如
く
、
人
間
の
理
智
の
要
素
に
求
め
干
し
て
、
人
間
の
本
能
に
求
め
ん
て
し
?」
Q
J
j
 「
先
づ
第
一
に
は
、
人
々
は
相
互
の
依
存
関
係
が
な
け
れ
ば
存
在
し
得
ぬ
結
合
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
へ
ば
、
種
族
を
永
続
せ
ん
が
須
の
男
女
の
結
合
の
如
き
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
の
結
合
は
熟
慮
し
た
企
闘
の
下
ア
リ
ス
ト
テ
V
ス
の
枇
A
M
H
皐
的
思
想
三
七
九
商
業
さ
経
済
三
八
O
で
は
な
〈
し
て
、
他
の
動
植
物
に
も
共
通
な
る
も
の
に
し
て
、
人
類
も
猶
自
己
の
形
像
を
泣
さ
ん
ざ
す
る
白
然
の
欲
望
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
又
、
自
然
的
に
支
配
者
、
又
は
臣
下
た
る
べ
き
者
の
、
雨
者
を
維
持
せ
ん
が
結
局
の
結
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
れ
ば
、
先
見
の
明
あ
る
者
は
、
自
然
さ
主
格
者
又
は
主
人
た
る
ぺ
き
で
あ
り
、
又
、
肉
怯
努
働
を
な
し
得
る
者
は
臣
下
で
あ
り
、
自
然
ご
奴
隷
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
:
・
¥ノ
白
d
・
:
か
く
の
如
き
男
女
関
係
及
び
主
従
関
係
の
二
関
係
か
ら
先
づ
家
族
が
生
子
る
の
で
あ
る
o
」
註
9 
H
M
Oロ
門
戸
の
的
H
U
同
H
U
N
-
-
u
・
こ
れ
、
生
殖
本
能
に
依
る
男
女
結
合
、
及
び
自
己
本
存
の
本
能
に
依
る
主
従
の
結
合
か
ら
、
家
族
は
構
成
さ
れ
る
さ
見
る
の
で
あ
る
o
『
倫
理
亭
』
中
に
於
い
て
は
、
こ
れ
等
の
「
自
然
的
欲
望
」
の
範
図
を
庚
め
て
、
夫
婦
問
に
性
的
結
合
以
外
の
も
の
¥
A
あ
る
こ
さ
を
患
げ
て
ゐ
る
。
「
夫
婦
問
に
愛
情
が
自
然
に
具
は
っ
て
ゐ
る
さ
考
へ
ら
れ
る
。
ご
い
ふ
の
は
、
家
族
は
時
間
の
貼
で
岡
家
に
先
ん
じ
、
且
つ
図
家
よ
り
一
見
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
故
に
、
人
間
は
一
枇
合
?
な
し
て
生
活
す
る
よ
り
、
む
し
ろ
夫
婦
ご
し
て
生
活
す
る
傾
き
あ
る
こ
ご
が
本
性
で
あ
り
・
、
又
、
生
殖
は
動
物
ご
等
し
く
人
間
に
ご
っ
て
も
共
通
の
も
の
で
あ
る
か
ら
。
こ
の
黙
の
み
ま
で
は
赴
舎
は
他
勤
物
戸
も
及
ぶ
が
、
人
類
に
至
つ
て
は
生
殖
の
須
の
み
な
ら
歩
、
更
に
、
生
活
の
事
柄
の
匁
に
も
結
合
す
る
の
で
あ
れ
o
」
訟
旬、ロ
-
J
1
H
H
F
ロ・
か
く
考
へ
る
ご
、
「
家
族
は
人
の
日
々
の
需
要
を
充
す
匁
に
そ
の
本
性
に
依
っ
て
出
来
た
結
合
で
あ
る
。
j
i
-
-
-
然
し
、
数
多
の
家
族
が
結
合
し
、
そ
の
結
合
が
日
常
生
活
の
需
要
供
給
以
上
の
も
の
ケ
目
蛍
芯
す
る
に
至
る
場
合
、
こ
、
に
村
落
が
生
十
る
こ
さ
〉
な
り
、
こ
の
村
落
の
最
も
自
然
的
形
態
は
、
子
供
及
び
孫
か
ら
構
成
さ
れ
た
家
族
の
集
図
で
あ
る
0
・
:
:
:
:
数
多
の
村
落
が
ほ
い
自
給
自
足
し
得
る
程
に
、
完
全
に
し
て
康
き
軍
一
赴
舎
に
結
合
さ
れ
た
場
合
.
こ
、
に
岡
家
が
生
宇
る
。
そ
の
始
は
鼠
に
生
活
の
要
求
か
ら
後
し
て
ゐ
る
が
、
一
史
に
よ
き
生
活
を
せ
ん
が
結
局
に
存
演
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
一
枇
舎
の
原
始
的
形
式
た
る
家
族
が
自
然
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
図
家
も
亦
自
然
的
で
あ
る
さ
一
玄
は
れ
る
。
何
故
か
ご
云
ふ
に
、
国
家
は
家
族
、
村
落
等
か
ら
展
開
さ
れ
た
最
後
の
も
の
で
あ
り
、
事
物
の
本
性
は
究
極
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
o
人
に
し
ろ
、
馬
に
し
ろ
、
家
族
に
し
ろ
、
各
事
物
が
十
分
に
後
達
し
た
時
、
我
々
は
そ
の
自
然
に
基
い
て
起
っ
た
さ
云
ふ
の
で
あ
る
。
. 
そ
こ
で
、
凶
家
は
自
然
の
創
造
し
た
も
の
で
あ
り
、
人
は
本
性
政
治
的
動
物
で
あ
る
(
冨
g
u
ぞ
5
2
5
p
円
)
0
5
2
-
s一-E一
)
こ
ご
は
明
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
車
に
偶
然
の
出
来
事
に
依
ら
干
し
て
、
自
然
に
・
画
家
以
外
に
あ
る
も
の
は
、
人
類
以
上
の
も
の
で
あ
る
か
、
或
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
0
・ぉ
I
マ
I
E
0
5
2
は
か
〉
る
も
の
b
也、
ア
リ
ス
ト
テ
ν
ス
の
一
位
合
準
的
思
想
八
商
業
さ
経
済
コ
一
八
二
「
同
族
な
〈
、
訟
な
く
、
家
庭
な
き
も
の
な
b
」
さ
罵
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
、
闘
争
を
好
む
浮
浪
の
徒
で
、
・
宏
一
飛
ぶ
孤
烏
に
も
比
ぺ
る
こ
乏
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
」
言主
口、
P
E
E
r
-
N
U
M
l
。.
ア
y
ス
ト
ア
レ
ユ
の
か
〉
る
考
は
、
人
類
の
原
始
赴
曾
を
血
縁
的
一
股
合
ご
地
録
的
一
枇
舎
さ
に
分
ち
、
こ
れ
等
一
肱
曾
の
成
立
を
人
類
の
自
然
的
要
求
ご
み
た
の
で
あ
る
。
メ
I
Y
出
-
m・
冨
巳
H
H
O
の
一
玄
ふ
一
肱
舎
は
家
族
よ
り
程
族
へ
、
種
族
よ
り
図
家
に
進
む
ご
い
ふ
の
さ
本
質
に
於
い
て
同
じ
概
念
で
あ
る
。
こ
の
最
後
の
後
展
の
階
段
は
時
間
上
最
後
に
来
る
が
、
そ
れ
だ
け
自
然
性
に
速
く
な
る
も
の
で
は
な
〈
、
そ
れ
の
み
で
十
分
、
人
の
本
性
を
表
現
し
て
ゐ
る
o
自
然
の
面
白
は
未
だ
後
炭
せ
ね
萌
芽
に
存
せ
十
し
て
、
十
分
後
遺
し
た
有
機
般
に
存
す
る
。
こ
の
一
肱
合
ご
人
間
の
本
性
ご
の
関
係
に
就
い
V
て
、
以
上
三
同
様
な
説
明
が
、
岡
家
の
「
目
的
」
及
び
「
人
類
赴
合
」
を
統
治
す
る
政
慨
を
論
争
る
佼
下
に
於
レ
て
再
び
繰
b
返
へ
さ
れ
て
ゐ
る
。
「
人
は
本
性
、
政
治
的
勤
物
で
あ
る
芯
は
我
々
が
銃
に
逃
ぺ
た
ε
こ
ろ
で
あ
る
。
併
も
、
ぞ
れ
故
に
、
人
々
は
相
互
の
扶
助
を
必
要
三
せ
ざ
る
場
合
に
す
ら
、
す
ぺ
て
等
し
く
共
同
に
生
活
せ
ん
こ
ご
を
望
み
、
事
質
、
人
々
各
自
が
何
程
か
の
・
宏
一
・
一
臓
を
得
る
割
合
じ
準
じ
て
、
相
互
じ
共
通
な
利
害
関
係
を
意
識
し
て
、
ぞ
の
震
に
共
同
に
生
活
せ
し
む
る
の
で
あ
る
o
こ
の
孝
一
臓
を
得
る
こ
ご
が
、
確
か
に
、
個
々
人
に
ご
っ
て
も
、
岡
家
に
ご
っ
て
も
共
に
主
な
る
目
的
で
あ
る
o
而
し
て
、
又
、
罪
悪
の
存
在
が
善
を
甚
だ
し
く
魅
倒
せ
。
さ
る
限
り
、
単
に
生
活
の
要
求
に
基
い
て
人
類
が
共
存
し
、
政
治
的
一
位
舎
営
維
持
し
て
行
く
の
で
あ
る
0
・
非
常
な
不
、
運
に
際
曾
し
て
、
高
難
を
排
し
て
す
ら
、
生
活
に
一
綾
の
望
を
抱
い
て
ゐ
る
如
き
は
、
生
活
に
自
然
の
妙
味
ご
孝
一
服
さ
が
あ
る
ご
我
々
す
ぺ
て
は
見
る
の
で
あ
勺
o
」
註
目
、
吋
czwmu
口
H
U
。“いーや・
以
上
の
説
明
に
於
い
て
、
我
々
は
赴
舎
の
自
然
的
起
源
並
び
に
本
質
に
閲
す
る
ア
y
ス
ト
-
プ
レ
ス
の
赴
舎
亭
設
を
窺
ふ
こ
ご
が
出
来
る
o
彼
の
考
で
は
、
一
肱
舎
を
人
類
の
生
活
欲
求
に
、
適
合
し
て
起
る
手
段
で
あ
る
芯
し
、
そ
れ
に
依
っ
て
、
自
然
の
カ
が
人
類
を
し
て
相
互
に
利
害
関
係
に
入
ら
し
め
、
且
つ
、
そ
れ
を
統
制
せ
し
な
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
勿
論
そ
れ
は
自
然
法
則
の
範
国
外
に
亙
っ
て
作
用
を
及
ぼ
し
て
は
な
ら
な
ぃ
。
一
枇
曾
を
作
る
根
本
的
な
究
極
の
カ
は
自
然
的
秩
序
の
中
に
存
し
、
人
間
の
理
智
の
働
き
、
或
は
意
士
山
の
支
配
に
は
存
し
な
い
。
あ
く
ま
で
、
一
枇
合
同
結
合
は
人
間
の
一
枇
曾
本
能
に
基
い
て
起
る
さ
す
る
の
で
あ
る
。
か
〉
る
立
脚
地
か
ら
種
々
な
る
締
結
が
導
き
出
さ
れ
る
。
一
肱
舎
自
睦
の
み
な
ら
争
、
更
に
、
そ
の
政
治
組
織
も
、
一
枇
舎
の
諸
制
民
も
始
め
は
自
然
的
所
産
で
あ
る
さ
の
同
じ
見
解
の
下
に
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
六
節
政
治
の
本
質
的
素
囚
ア
リ
ス
ト
テ
V
ス
の
祉
合
阜
的
思
惣
三
八
三
商
業
さ
経
済
三
八
四
一
枇
曾
統
制
に
関
す
る
政
治
的
方
面
も
矢
張
り
人
々
の
本
性
に
基
い
て
生
子
る
。
功
利
設
を
認
め
る
プ
ラ
ト
ン
の
諭
挨
の
態
度
さ
、
一
般
合
契
約
亭
波
に
扇
?
る
ア
η
ノ
ス
ト
ア
V
ユ
の
論
撲
の
そ
れ
さ
は
一
目
瞭
然
た
る
も
の
が
J
の
る
。
家
族
の
起
っ
た
第
二
の
関
係
は
主
人
さ
奴
隷
さ
の
関
係
で
あ
る
こ
ぎ
は
既
に
指
摘
し
た
さ
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
本
性
の
差
注
が
考
へ
方
の
基
礎
ご
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
家
族
ご
い
ふ
自
然
的
な
結
合
に
於
い
て
、
性
的
結
合
以
外
に
、
人
々
は
主
人
三
奴
隷
ど
の
如
き
一
定
の
支
配
服
従
悶
係
企
形
成
す
る
が
、
こ
の
支
配
関
係
は
矢
脹
り
人
々
の
本
性
に
基
い
て
起
り
、
こ
の
関
係
こ
そ
、
家
族
以
外
の
同
位
ケ
作
っ
た
場
合
の
統
制
の
基
礎
さ
な
る
。
か
、
A
る
根
践
に
従
っ
て
、
彼
は
政
治
の
歴
史
的
進
化
を
跡
づ
け
ん
ざ
す
る
。
「
そ
こ
で
、
こ
の
こ
之
が
ギ
リ
ジ
ヤ
の
諸
国
家
が
蛍
初
、
王
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
て
を
っ
た
理
由
で
あ
る
o
何
放
な
れ
ば
ギ
y
ジ
ヤ
人
は
現
今
の
如
〈
図
結
し
な
い
以
前
に
は
、
現
に
未
開
人
が
然
る
が
如
く
、
王
の
支
配
下
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
c
各
家
族
は
最
年
長
者
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
が
、
ぞ
れ
が
怨
に
家
族
の
集
団
に
於
い
て
も
同
一
血
族
な
る
が
故
に
、
王
制
が
行
は
れ
て
ゐ
た
。
:
・
:
:
:
そ
れ
故
に
、
諸
紳
が
一
王
ぞ
持
っ
さ
人
々
は
一
玄
ふ
の
で
あ
る
O
i
-
-
:
:
こ
れ
は
、
彼
等
が
諸
一
柳
の
形
態
、
を
想
像
し
た
の
み
な
ら
子
、
一
別
々
の
生
活
方
泌
が
白
己
等
ご
似
た
も
の
で
あ
る
ぎ
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。
」
i詰
日却、句。宮山口出"円ぬ
HAM-∞・
近
代
に
於
け
る
一
此
合
制
度
史
家
の
如
何
な
る
も
の
ご
雄
も
、
こ
れ
以
上
に
部
落
赴
舎
に
於
け
る
政
治
組
織
の
起
源
、
性
質
を
明
瞭
に
伎
逃
せ
る
者
は
な
い
。
政
治
は
そ
の
起
源
に
就
い
て
は
功
利
論
的
根
擦
に
考
へ
及
ぼ
さ
歩
し
て
、
一
般
合
組
織
同
様
.
一
つ
の
後
遣
で
あ
b
、
従
っ
て
自
然
の
制
度
で
あ
る
ご
す
る
o
政
治
の
後
展
に
就
い
て
、
人
間
の
本
性
に
基
く
ご
考
へ
る
こ
さ
に
謝
し
て
、
更
に
理
由
さ
な
る
ぺ
き
こ
さ
を
一
般
に
、
彼
は
奉
げ
て
ゐ
る
。
「
き
て
、
人
が
蜂
及
び
其
他
の
群
居
動
物
よ
り
は
更
に
政
治
的
動
物
で
あ
る
ご
す
る
理
由
は
明
か
で
あ
る
。
我
々
が
屡
々
説
く
如
く
、
自
然
は
何
事
含
も
無
意
味
に
は
作
ら
な
い
も
の
で
、
人
は
自
然
か
ら
一
一
一
一
回
語
ざ
い
ふ
賜
物
を
賦
奥
さ
れ
た
唯
一
の
動
物
で
あ
る
。
単
に
一
旦
目
撃
の
み
で
は
、
快
苦
を
表
示
す
る
に
過
ぎ
な
い
故
に
、
他
の
動
物
に
も
見
出
さ
れ
る
け
れ
ざ
も
、
こ
れ
に
反
し
て
言
語
の
能
力
は
利
害
得
失
を
逃
ぺ
、
且
つ
亦
、
正
郊
を
明
言
し
得
る
の
で
あ
る
o
而
し
て
、
人
類
の
み
が
善
悪
正
邪
の
観
念
を
持
て
る
こ
さ
は
一
特
性
で
あ
り
、
か
¥
A
る
観
念
ゃ
持
つ
生
物
た
る
人
類
の
結
合
は
家
族
及
び
困
家
を
作
る
の
で
あ
る
。
「
更
に
図
家
は
自
然
に
出
来
た
も
の
で
あ
り
、
個
人
に
先
き
立
っ
て
存
す
る
こ
ご
は
、
個
人
が
孤
立
し
て
は
自
給
自
足
し
得
な
〈
、
従
っ
て
岡
家
さ
個
人
さ
の
関
係
は
会
憶
さ
部
分
さ
の
関
係
の
如
き
で
あ
る
こ
さ
を
詮
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
赴
舎
に
生
活
出
来
な
い
も
の
、
又
は
自
給
し
得
る
が
故
に
一
枇
舎
に
生
活
す
る
の
必
要
な
き
も
の
は
、
動
物
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
紳
に
相
違
な
い
。
か
〉
る
も
の
は
図
家
の
一
部
で
は
な
い
。
赴
ア
"
リ
ス
ト
テ
V
ス
の
枇
A
M
u
皐
的
思
想
三
八
五
商
業
主
経
出
一
八
六
合
本
能
は
自
然
に
す
べ
て
の
人
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
さ
は
雌
も
、
然
も
、
同
家
を
最
初
じ
廷
で
わ
れ
人
は
最
大
の
恩
人
で
あ
っ
た
。
何
故
な
れ
ば
、
結
合
し
た
場
合
、
人
は
動
物
中
の
最
良
の
も
の
で
あ
る
が
、
法
律
及
び
正
義
か
ら
離
れ
た
場
合
、
そ
の
人
は
動
物
中
最
悪
の
も
の
で
あ
る
.
:
・
:
:
:
若
し
人
が
徳
宇
持
っ
て
ゐ
な
い
な
ら
ば
、
動
物
中
の
最
邪
悪
さ
な
り
、
残
忍
ざ
な
り
、
煩
悩
の
最
た
る
も
の
さ
な
る
。
然
し
、
正
義
は
凶
家
に
於
け
右
人
々
の
鎖
で
あ
り
、
何
が
正
静
岡
な
る
か
を
決
す
る
正
義
の
執
行
は
、
政
治
一
枇
舎
に
於
け
る
秩
序
の
原
別
で
あ
る。」
註
日
、
町
0
5
5・
同
-
T
Z
l
H
。・
政
治
は
人
類
の
自
然
的
な
、
生
れ
な
が
ら
の
関
係
な
る
家
族
じ
そ
の
萌
芽
争
後
す
る
が
、
人
々
は
白
己
の
形
成
す
る
一
肱
合
の
一
員
さ
し
て
、
そ
の
問
の
秩
序
子
保
つ
ぺ
ミ
倫
明
的
要
求
や
自
然
に
持
つ
に
至
り
、
滋
に
一
枇
合
は
持
続
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
人
類
が
結
合
せ
ゴ
る
場
合
は
会
陸
に
謝
す
る
関
係
争
』
維
持
す
る
こ
さ
が
難
し
く
、
如
何
な
る
人
間
で
も
自
己
の
生
活
の
結
局
に
、
会
躍
さ
部
分
さ
の
問
の
調
和
的
関
係
に
於
い
て
一
枇
合
骨
格
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ロ
ぃ
。
歴
史
的
な
ら
予
三
も
、
論
理
的
に
、
岡
家
が
佃
人
に
先
き
立
つ
ご
す
る
ア
リ
ス
ト
ア
レ
ス
の
論
結
は
、
者
し
以
下
に
逃
ぺ
る
如
き
車
買
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
近
代
亭
徒
に
興
味
少
な
き
、
陳
腐
な
形
而
上
阜
の
問
題
な
り
ご
し
て
看
過
さ
れ
た
か
も
知
れ
ま
い
。
然
し
、
車
買
は
進
化
論
的
研
究
の
結
果
、
家
族
は
一
夫
多
妻
、
一
妻
多
犬
、
多
夫
一
妻
の
い
づ
れ
の
形
式
に
し
ろ
、
家
族
組
織
の
定
か
な
ら
、
ざ
る
ホ
Y
ド
(
群
)
か
ら
分
化
せ
る
こ
さ
や
』
一
不
し
、
一
見
に
、
人
類
が
今
日
の
如
く
に
進
化
す
る
に
至
b
、
人
類
の
一
枇
曾
遺
停
の
生
来
の
背
景
た
る
ご
こ
ろ
の
、
原
始
人
の
群
足
、
印
ち
結
合
の
根
元
の
事
買
が
明
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ぞ
れ
故
に
、
か
〉
る
見
地
か
ら
、
図
家
が
偶
人
に
先
き
立
つ
ご
す
る
の
論
は
一
批
合
及
び
政
治
研
究
の
亭
徒
が
蛍
然
無
視
す
る
こ
ご
の
出
来
な
い
一
枇
合
的
学
的
興
味
?
持
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
き
て
、
政
治
の
起
源
並
び
に
性
質
の
論
議
か
ら
、
そ
の
数
程
の
政
挫
の
考
に
移
れ
ば
、
我
々
は
ア
y
ス
ト
ア
レ
ス
が
、
倫
ほ
自
然
的
理
論
の
設
明
に
支
離
滅
裂
に
も
拘
泥
し
て
ゐ
る
こ
さ
を
後
見
す
る
。
岡
家
に
於
け
る
秘
々
な
る
政
治
様
式
は
躍
に
家
事
に
基
い
て
起
れ
る
様
式
を
波
大
し
た
ま
で
〉
あ
る
ご
す
る
。
「
図
家
は
家
庭
か
ら
全
般
が
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
こ
ど
は
阪
に
見
た
の
で
、
岡
家
に
就
い
て
論
争
る
前
に
、
家
庭
の
経
後
に
就
い
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ら
家
庭
の
各
部
分
は
こ
れ
を
構
成
せ
る
人
々
で
あ
り
、
完
全
な
家
庭
は
奴
隷
ご
自
由
民
か
ら
成
立
し
て
ゐ
る
o
そ
こ
で
我
々
は
そ
の
最
小
限
の
場
合
の
要
素
に
就
い
て
、
各
事
物
を
究
め
る
こ
ご
ゆ
ら
始
め
る
べ
き
で
あ
る
o
家
族
の
最
初
に
し
て
、
而
も
最
小
の
部
分
は
主
人
ご
奴
隷
、
夫
噌
L
妻
、
親
子
で
あ
る
よ
註
日
、
旬
。
]
5
2・
同
憎
い
日
同
又
、
家
族
じ
は
他
の
要
素
ご
し
て
財
産
ご
い
ふ
も
の
が
あ
る
o
こ
れ
は
家
庭
統
制
の
問
題
ご
関
聯
し
て
考
へ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
祉
A
M
H
阜
的
思
犯
三
八
七
商
業
さ
経
済
三
入
入
ら
れ
る
。
「
家
庭
の
経
管
に
就
い
て
三
部
分
あ
る
こ
さ
は
我
々
の
既
に
見
て
来
た
さ
こ
ろ
で
あ
る
o
l
l第
一
が
奴
隷
に
相
到
す
る
主
人
の
支
配
、
次
ぎ
が
父
の
支
配
、
第
三
一
か
夫
の
支
配
で
あ
る
。
夫
さ
父
さ
は
妻
子
を
支
配
し
、
共
に
自
由
で
あ
る
が
、
そ
の
支
配
は
夫
々
異
に
し
、
子
供
ケ
支
配
す
る
は
君
主
の
立
場
で
あ
り
、
妻
を
支
配
す
る
は
立
定
的
支
配
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
自
然
の
秩
序
に
は
例
外
あ
る
さ
は
雄
も
、
男
性
は
生
れ
な
が
ら
に
、
女
性
よ
り
も
支
配
に
越
し
て
ゐ
る
か
ら
で
、
丁
皮
年
長
者
及
び
成
年
者
が
、
年
少
者
及
び
未
成
年
者
よ
り
は
優
れ
て
ゐ
る
ご
同
じ
で
あ
る
。
然
し
大
部
分
の
立
憲
岡
家
に
於
い
て
は
市
民
は
支
配
し
、
又
交
々
支
配
さ
れ
る
。
ご
い
ふ
の
は
、
立
憲
図
家
の
観
念
は
、
市
民
の
性
質
は
等
し
き
も
の
で
、
全
然
注
は
な
い
ざ
い
ふ
こ
さ
ケ
意
味
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
0
・
:
:
:
:
男
女
雨
性
の
関
係
は
か
〉
る
も
の
で
、
そ
こ
に
は
不
幸
等
が
永
久
的
の
も
の
で
あ
る
。
父
が
子
供
を
支
配
す
る
は
君
主
の
支
配
芯
同
じ
で
あ
る
。
ご
い
ふ
の
は
、
父
の
年
の
怨
に
も
、
変
も
舎
敬
も
共
に
受
け
、
君
主
の
権
力
の
如
き
も
の
ケ
握
る
か
ら
で
あ
る
。
」
註
目、円。
]
{
Z
S
F
ロニ
lω
・
財
産
は
生
あ
る
も
の
(
奴
隷
)
で
も
、
生
な
き
も
の
(
経
済
財
)
で
も
支
配
者
自
身
の
濁
占
的
利
盆
に
就
い
て
、
支
配
者
の
怠
志
の
ま
》
に
統
制
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
政
治
は
支
配
3
れ
る
も
の
〉
性
質
に
感
じ
て
、
ぞ
れ
が
立
窓
的
で
も
、
君
主
的
で
も
、
専
制
的
で
も
、
い
づ
れ
に
し
て
も
事
物
の
性
質
に
基
い
た
管
理
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
、
丁
皮
我
々
が
家
族
の
起
源
の
研
究
に
依
つ
て
、
図
家
の
性
質
を
後
見
す
る
ご
等
し
く
、
我
々
は
家
族
組
織
に
於
け
る
そ
の
始
を
考
察
す
る
こ
ど
に
依
っ
て
、
政
治
の
性
質
を
知
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
7
只
ト
-
プ
レ
ス
が
自
己
の
一
般
的
見
解
を
更
に
維
持
す
る
が
結
局
に
は
、
一
方
に
於
い
て
奴
隷
制
度
を
、
他
方
に
於
い
て
は
私
有
財
産
及
び
妻
子
の
私
有
が
「
自
然
の
秩
序
」
た
る
も
の
ご
し
て
、
正
蛍
な
る
を
設
す
る
を
要
す
る
。
第
七
部
奴
隷
日
リ
止
巾
度
ア
y
九
ト
-
プ
レ
ス
は
奴
隷
制
度
に
始
め
て
科
卒
的
根
擦
を
奥
へ
ん
さ
試
み
た
。
彼
は
営
時
の
奴
隷
制
度
の
弊
害
を
意
識
し
て
ゐ
た
も
の
〉
、
経
済
上
の
必
要
か
ら
、
こ
れ
や
」
擁
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
さ
推
察
さ
れ
る
。
彼
は
主
践
し
た
。
奴
隷
は
生
活
に
役
立
つ
、
生
き
た
道
具
で
、
他
の
い
づ
れ
の
道
具
よ
り
も
秀
い
で
た
も
門
d
の
で
あ
る
O
ぞ
れ
は
生
産
を
目
的
ご
し
た
道
具
で
な
く
し
て
、
行
動
を
主
ざ
す
る
・
も
の
で
あ
れ
o
註
町
、
の
同
・
町
c
-
E
g
u
H
u
h
F・
自
然
界
に
於
い
て
生
物
た
る
さ
無
生
物
た
る
ご
を
問
は
歩
、
す
ぺ
て
支
配
ご
隷
属
ご
の
二
要
素
が
存
在
し
て
ゐ
る
。
一
音
楽
的
形
式
に
於
け
る
如
き
は
、
無
生
物
芥
に
も
、
支
配
原
則
の
あ
る
こ
ご
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
ア
明
日
ス
ト
テ
V
ス
の
祉
A
U
M
阜
的
思
想
コ
一
八
九
商
業
さ
経
済
三
九
O
優
者
が
支
配
の
地
位
に
あ
る
こ
さ
が
自
然
的
で
あ
る
。
ぞ
れ
故
に
、
「
心
霊
が
身
陸
な
支
配
し
、
心
及
び
合
理
的
亀
裂
宗
で
以
っ
て
情
慾
を
征
し
」
或
は
又
、
「
人
の
勤
物
を
支
配
す
る
」
こ
さ
は
「
自
然
的
で
、
有
利
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
反
し
て
、
雨
者
の
等
し
き
か
、
又
は
劣
悪
が
支
配
す
る
場
合
は
有
害
で
あ
る
o
」
「
再
び
一
玄
ふ
が
、
男
性
は
本
性
、
侵
者
で
あ
り
、
女
性
は
劣
者
で
あ
る
。
前
者
は
支
配
し
、
後
者
は
支
配
さ
b 
れ
る
o
こ
の
原
則
は
必
然
、
会
人
類
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
o
か
く
し
て
、
心
ご
身
限
、
或
は
人
間
さ
動
物
問
に
於
け
る
如
き
相
遣
の
存
す
る
ご
こ
ろ
で
は
、
劣
者
は
本
性
奴
隷
で
あ
b
、
か
¥
A
る
劣
者
の
す
べ
て
に
さ
っ
て
、
主
人
の
支
配
下
に
属
す
ぺ
き
は
寧
ろ
よ
い
さ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
れ
ば
、
他
人
に
支
配
さ
れ
、
旦
つ
理
性
を
持
た
十
し
て
、
た
い
草
に
他
人
の
理
性
骨
了
解
し
得
る
者
は
、
本
性
、
奴
隷
で
あ
る
。
下
等
動
物
に
至
つ
て
は
理
性
す
ら
解
才
る
こ
さ
が
出
来
予
に
、
彼
等
の
本
能
に
従
ふ
の
み
。
而
し
て
、
奴
隷
の
使
用
さ
馴
ら
さ
れ
た
る
動
物
の
使
用
さ
は
甚
だ
し
き
遣
は
な
い
。
何
故
な
れ
ば
、
雨
者
共
に
彼
等
の
身
位
ケ
以
っ
て
、
生
活
の
必
要
に
助
ご
な
る
か
ら
で
あ
る
。
白
然
は
自
由
の
身
健
三
奴
隷
の
そ
れ
さ
を
区
別
せ
ん
ご
し
た
ゃ
う
で
、
奴
隷
を
し
て
隷
属
的
M
労
働
に
強
壮
な
ら
し
め
、
自
由
民
営
し
て
智
的
に
向
上
せ
し
め
、
か
¥
当
る
労
働
に
は
不
用
な
口。
れ
ざ
も
、
戦
争
並
び
に
平
和
の
雨
技
術
に
於
け
る
場
合
の
政
治
生
活
に
有
用
な
ら
し
め
て
ゐ
る
。
」
註
目
、
F
E
E
L
-
U
H可
l
∞・
然
ら
ば
、
か
¥
為
る
「
奴
隷
制
度
は
自
然
に
反
し
た
る
も
の
な
り
や
」
の
問
題
に
お
し
て
は
、
無
雑
作
に
次
の
如
y
¥
答
ヘ
て
ゐ
る
。
「
そ
れ
は
或
る
者
は
支
配
し
、
他
の
者
は
支
配
さ
れ
る
こ
さ
は
必
要
な
る
こ
ど
の
み
な
ら
子
、
有
利
な
こ
さ
で
あ
る
。
生
れ
洛
ち
る
な
り
、
或
る
者
は
隷
属
す
ぺ
く
定
め
ら
れ
他
の
者
は
支
配
す
る
e
』
ご
に
定
め
ら
れ
る
。
:
:
而
し
て
、
利
の
像
が
人
さ
異
な
る
さ
等
し
ぐ
、
人
々
各
自
が
そ
の
身
陸
の
草
に
形
式
の
み
で
区
別
す
る
ご
し
て
も
、
疑
も
な
く
、
劣
等
階
級
が
優
良
階
級
の
奴
隷
た
る
ぺ
き
は
高
人
の
認
め
る
さ
こ
ろ
で
あ
る
。
:
・
-
:
ぞ
-
」
で
、
或
る
者
は
自
然
に
自
由
で
、
他
の
者
は
自
然
に
奴
隷
で
ゐ
り
、
而
も
後
者
に
さ
つ
て
は
奴
隷
制
反
O
U
 
T
i
 
が
有
利
で
、
且
つ
蛍
然
な
る
こ
さ
は
明
か
で
あ
る
。
'
」
詰
初
、
句
。
]
一
円
一
色
"
F
U
H
岡
山
川
口
口
〈
回
同
。
.
か
く
の
如
く
、
智
的
能
力
、
控
カ
の
差
か
」
夫
々
自
由
民
さ
奴
隷
ご
の
区
別
の
標
準
ざ
し
た
ア
サ
ノ
ス
ト
ア
レ
ス
の
見
解
は
事
買
の
問
題
ざ
し
て
は
、
こ
れ
の
み
で
は
説
明
が
不
徹
底
で
あ
る
o
我
々
は
優
者
が
劣
者
に
依
っ
て
奴
隷
ざ
さ
れ
て
ゐ
る
事
賀
子
も
見
出
し
得
る
の
で
、
更
に
説
明
訟
必
要
写
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
自
然
的
秩
序
を
乱
し
て
ゐ
る
こ
さ
は
以
下
の
事
賢
か
ら
生
じ
て
ゐ
る
J
「
奴
隷
制
度
及
び
奴
隷
ざ
い
ふ
語
は
二
つ
の
意
味
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
。
本
性
に
基
く
ど
同
六
法
律
上
の
奴
隷
、
奴
隷
制
皮
が
ゐ
る
。
私
が
一
五
は
ん
ざ
す
る
治
体
さ
は
、
憤
忽
の
一
一
桜
で
、
そ
れ
に
従
っ
て
、
戦
争
で
捕
プ
官
リ
ス
ト
テ
ν
ス
の
吐
A
M
H
阜
的
思
想
コ一九一
商
業
さ
経
関
三
九
二
は
れ
た
も
の
は
勝
者
の
も
の
に
な
る
ご
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
こ
ω
権
利
は
多
く
の
法
律
卒
者
が
非
難
す
る
ご
こ
ろ
で
あ
る
に
こ
れ
に
製
す
る
静
護
ざ
し
て
、
「
中
庸
合
得
た
時
に
、
徳
は
暴
力
を
用
ふ
る
に
蛍
っ
て
、
最
大
の
カ
?
持
っ
さ
見
倣
さ
れ
る
o
而
し
て
、
優
勢
な
る
カ
は
、
あ
る
時
仰
の
卓
絶
者
が
あ
る
ご
こ
ろ
に
の
み
見
出
3
れ
る
か
ら
し
て
、
カ
は
徳
を
暗
示
す
る
ご
考
へ
ら
れ
る
。
」
こ
れ
に
就
い
て
は
甚
だ
満
足
の
意
を
表
し
難
い
。
問
題
は
徳
が
こ
の
意
味
で
正
義
を
暗
示
L
て
ゐ
る
か
さ
一
宮
ふ
こ
さ
に
あ
る
。
「
若
し
戦
争
の
原
因
が
不
正
で
あ
る
な
ら
ば
如
何
。
εは
一
玄
へ
な
い
o
こ
れ
が
事
買
あ
っ
た
な
ら
ば
.
最
高
位
に
あ
る
人
及
び
一
問
視
が
捕
虜
ど
な
っ
た
り
、
頁
ら
れ
ハ
リ9
“
 
た
り
す
る
こ
之
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
等
は
奴
隷
ざ
な
り
、
又
、
奴
隷
の
子
供
ざ
な
っ
た
り
す
る
。
」
何
.
人
さ
錐
も
、
奴
隷
た
る
ぺ
〈
不
通
蛍
な
る
者
ぞ
奴
隷
詰
問
、
勺
0
5
一S
F
。・同
|
l
u
・
こ
れ
は
「
主
人
の
支
配
が
慣
習
上
の
支
配
で
は
な
い
」
こ
さ
や
ニ
不
し
て
ゐ
る
o
そ
の
権
威
が
生
家
の
優
秀
な
る
こ
さ
に
基
い
て
ゐ
る
に
あ
ら
ぎ
れ
ば
合
理
的
な
定
め
さ
は
云
へ
な
い
。
そ
こ
で
ア
ソ
ス
ト
-
プ
レ
ス
も
、
多
〈
の
戦
争
に
於
い
て
そ
の
原
因
が
不
正
な
る
時
‘
そ
の
勝
利
は
道
徳
的
に
是
認
さ
れ
得
な
い
o
従
っ
て
か
〉
る
勝
利
に
依
っ
て
、
長
き
生
れ
の
者
が
奴
隷
た
る
こ
ご
も
是
認
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
い
ざ
す
る
。
こ
の
勝
利
が
戦
勝
者
の
俊
秀
な
智
カ
ケ
示
し
た
場
合
に
は
捕
虜
を
奴
隷
た
ら
し
む
る
こ
さ
も
正
蛍
で
あ
る
が
、
智
力
あ
る
者
が
戦
敗
者
ご
な
っ
て
、
奴
隷
ゾ
」
3
れ
る
場
合
は
正
九
百
で
は
な
い
。
又
、
彼
は
自
己
の
民
放
の
誇
に
論
理
上
、
重
要
な
る
力
結
を
置
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
ギ
η
ノ
ジ
ヤ
人
の
生
れ
っ
き
、
民
族
的
に
、
智
的
に
優
秀
な
る
性
質
は
、
議
論
争
』
要
せ
宇
し
て
勝
目
然
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
彼
は
ギ
η
ノジ
ヤ
人
の
傑
出
せ
る
特
質
に
依
っ
て
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
図
民
郎
も
末
開
人
ケ
奴
隷
さ
な
す
の
権
利
を
持
つ
の
だ
ご
い
ふ
児
地
含
ご
っ
た
。
こ
こ
で
い
ふ
未
開
人
さ
は
本
来
ギ
y
ジ
ヤ
人
以
外
の
、
無
数
育
で
、
粗
野
な
る
者
を
表
は
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
「
そ
れ
故
に
、
ギ
ソ
ジ
ヤ
人
は
自
己
か
け
よ
奴
殺
さ
呼
ぶ
を
好
ま
宇
し
て
、
申
-
の
言
葉
は
末
開
人
に
の
み
限
る
の
で
あ
る
。
而
も
、
こ
の
言
葉
を
用
ゐ
て
、
ギ
y
ジ
ヤ
人
は
異
に
我
々
が
最
初
述
べ
た
ぎ
こ
ろ
の
、
自
然
の
奴
隷
を
意
味
す
る
の
で
、
そ
の
わ
け
は
、
あ
る
者
は
如
何
な
る
場
所
に
で
も
奴
隷
で
ゆ
1
J
、
他
は
如
何
な
る
場
所
に
。“
於
い
て
も
奴
隷
で
は
な
い
ざ
い
ふ
こ
さ
P認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
'
一
註
幻
、
吋
c
-
E
g
u
H
U
A山日。・
ギ
y
ジ
ヤ
人
は
近
隣
の
人
民
よ
り
も
卓
越
せ
る
ご
の
ギ
y
V
ヤ
人
の
信
念
を
彼
は
認
め
て
、
ぞ
れ
放
に
、
ギ
y
ジ
ヤ
人
を
奴
隷
た
ら
し
め
る
こ
さ
は
正
岱
に
あ
ら
や
J
ご
見
る
o
ア
事
ス
子
テ
ν
ス
の
社
合
早
的
岡
山
知
出
三
九
三
商
業
さ
経
済
三
九
四
「
そ
れ
故
.
主
人
さ
奴
隷
さ
の
雨
者
向
の
問
係
が
白
然
的
で
あ
る
さ
こ
ろ
に
は
、
雨
者
は
友
達
で
あ
b
、
共
同
の
利
害
関
係
ぞ
持
つ
が
、
躍
に
法
律
さ
暴
力
ご
に
党
る
ご
こ
ろ
に
は
、
雨
者
の
相
反
す
る
こ
さ
は
異
質
で
あ
。由。“る。」言主
泊
、
句
。
-
一
円
一
円
♂
H
u
小・
奴
隷
制
度
を
擁
護
せ
ん
ど
す
る
ア
リ
ノ
ス
ト
-
プ
レ
ス
の
こ
の
論
は
、
常
時
の
ギ
リ
ジ
ヤ
文
化
以
外
の
何
も
の
訟
も
一
疋
ひ
現
は
し
て
は
ゐ
な
い
。
ぞ
れ
は
、
官
時
の
ギ
ソ
ジ
ヤ
の
経
済
が
奴
隷
制
皮
に
基
い
て
ゐ
た
匁
に
、
ぞ
れ
の
破
壊
訟
法
広
し
た
傾
き
が
あ
る
o
既
に
彼
以
前
に
於
い
て
、
Y
ブ
キ
ス
ト
一
波
は
こ
の
奴
隷
制
度
に
批
剣
の
限
ケ
向
け
、
不
充
分
な
る
論
践
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
反
調
を
表
明
し
て
ゐ
る
に
拘
は
ら
子
、
彼
ア
η
ノ
ス
ト
-
プ
レ
ス
は
営
時
一
般
に
行
は
れ
て
ゐ
た
奴
隷
制
度
必
要
の
崎
一
仰
を
代
表
し
て
ゐ
る
も
の
ご
見
ら
れ
る
。
か
〈
し
て
、
こ
の
論
の
主
要
な
る
黙
は
、
本
来
、
奴
隷
制
皮
の
正
営
な
る
こ
さ
を
主
張
し
た
こ
さ
に
は
存
せ
十
し
て
、
こ
れ
も
亦
、
人
類
諸
制
皮
が
人
間
の
本
性
か
ら
生
じ
た
さ
い
ふ
赴
合
m
学
的
原
則
に
従
っ
て
、
奴
隷
制
皮
を
説
明
し
た
甲
}
さ
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
第
八
節
個
人
主
義
封
共
産
主
義
財
産
及
び
家
族
の
私
有
に
就
い
て
は
格
別
の
議
論
も
せ
子
し
て
認
め
て
ゐ
る
。
ぞ
れ
は
そ
れ
等
の
起
源
及
び
本
質
か
ら
営
然
に
推
定
さ
れ
る
こ
ご
で
あ
る
。
家
族
の
根
祇
は
性
的
吸
引
力
が
基
礎
的
事
寅
ご
な
っ
て
ゐ
る
が
、
然
し
、
そ
れ
は
更
に
大
な
る
赴
舎
的
性
質
さ
倫
理
的
性
質
さ
の
関
係
が
織
り
込
ま
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。
家
族
の
存
縫
は
財
産
に
依
る
。
生
計
さ
努
役
す
な
は
も
財
さ
奴
隷
さ
が
な
け
れ
ば
持
続
す
る
こ
ご
は
出
来
な
い
。
「
財
産
は
家
庭
の
一
部
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
財
産
合
作
る
の
方
法
は
家
庭
を
経
替
す
る
方
法
の
一
部
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
、
如
何
な
る
人
さ
雄
も
必
要
品
を
備
え
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
よ
く
生
活
す
る
こ
さ
も
、
否
、
異
に
全
く
生
活
す
る
こ
さ
も
出
来
な
い
。
」
註
旬
、
吋
0
口円一
gu)戸
品
川
同
第
一
篇
.
の
入
l
十
三
は
、
金
e
M
A
}
儲
け
る
方
法
に
関
す
る
論
議
に
費
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
方
法
中
で
、
あ
る
程
の
動
機
並
び
に
方
法
に
就
い
て
は
非
難
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
却
っ
て
、
異
の
財
政
の
原
則
を
破
り
、
よ
き
生
活
の
目
的
に
背
く
も
の
で
あ
る
か
ら
。
彼
は
「
高
利
貸
」
す
な
は
も
「
金
か
ら
金
守
生
む
こ
さ
」
ご
商
品
の
猫
占
、
特
に
「
食
料
品
の
濁
占
」
含
非
難
す
べ
き
こ
之
、
し
、
彼
が
個
人
及
び
国
家
も
共
に
有
害
ご
児
倣
す
ご
こ
ろ
の
金
融
の
例
を
引
用
し
て
ゐ
る
。
こ
の
議
論
は
経
一
昨
苧
の
領
域
に
し
て
、
ぞ
れ
に
は
こ
、
で
は
縮
れ
な
い
。
然
し
な
が
ら
、
彼
の
私
有
財
産
制
の
理
論
に
就
い
V
て
は
、
こ
〉
に
考
察
合
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
家
族
に
も
宮
に
も
共
に
適
用
す
る
も
の
で
、
こ
れ
は
相
官
の
一
枇
合
的
立
義
ゃ
持
っ
て
ゐ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
ν
ス
の
社
合
問
中
的
思
想
三
九
五
商
業
さ
経
済
一
九
六
ア
リ
ス
ト
ア
レ
λ
は
反
共
産
主
義
者
で
あ
っ
た
が
故
に
、
そ
の
師
プ
ラ
ト
シ
の
『
岡
家
篇
』
及
び
『
治
律
篇
』
に
於
け
る
共
産
主
義
論
に
濁
し
て
、
彼
は
鋭
い
論
法
を
以
っ
て
、
詳
細
に
亙
っ
て
、
検
討
し
て
ゐ
る
。
「
岡
家
の
成
員
は
、
m刊
誌
物
&
共
有
さ
す
る
か
、
仰
一
物
も
共
有
せ
ぎ
る
か
、
或
は
例
或
る
物
を
共
有
し
、
或
る
物
は
こ
れ
を
共
有
せ
ぎ
る
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
物
を
も
共
有
せ
。
さ
る
こ
さ
は
明
か
に
不
可
能
で
あ
る
0
・
:
:
:
:
然
し
、
よ
く
治
め
ら
れ
た
る
図
家
は
、
出
来
得
る
限
り
、
高
物
を
共
有
さ
す
ぺ
き
か
、
或
は
、
成
経
の
も
の
K
A
み
を
共
有
さ
し
可
他
の
事
物
密
共
有
ご
せ
ぎ
る
べ
き
か
。
プ
ラ
ト
γ
の
『
図
家
篇
』
に
於
い
て
、
y
ク
ラ
ア
ザ
ハ
が
主
張
せ
る
如
く
、
市
民
は
妻
子
、
財
J
屈
を
共
有
し
得
る
さ
。
我
々
の
現
肢
に
従
ふ
か
、
或
は
プ
ラ
ト
γ
に
依
っ
て
主
張
さ
れ
た
一
枇
舎
の
新
秩
序
に
従
ふ
か
、
そ
の
い
づ
れ
が
善
き
問
。
」
詰
弘
、
y
グ
ラ
テ
ス
さ
稽
す
ろ
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
岡
家
内
川
』
が
ソ
グ
一
ブ
テ
ス
た
主
人
公
さ
ず
4
0
封
話
の
形
式
に
作
ら
れ
て
お
ろ
が
故
戸
、
y
グ
ラ
テ
ス
た
し
て
云
は
し
め
ろ
所
は
プ
ラ
子
ン
の
設
さ
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
倍
、
旬
。
口
広
g
u
H
H
U
同
-
き
れ
ば
、
彼
は
プ
ラ
ト
ン
の
一
式
ふ
家
族
の
共
有
に
先
づ
攻
撃
の
矢
を
後
し
て
ゐ
る
。
「
婦
人
の
共
有
に
は
多
く
の
困
難
が
あ
る
。
而
し
て
、
彼
の
議
論
に
依
つ
て
は
明
白
に
さ
れ
得
な
川
o
」
Y
グ
ラ
ア
ユ
一
か
か
〉
る
制
度
を
必
要
ご
し
た
原
則
は
、
詰
部
、
町
(
}
】
日
早
口
♂
H
F
n
w
u
H
ア
η
ノ
ス
ト
ア
ν
ス
の
所
論
中
、
重
な
る
も
の
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
、.，'i 
，，E
E
‘、
『
園
家
篇
』
中
に
プ
ラ
ト
ジ
が
主
張
せ
る
図
家
の
統
一
性
す
な
は
も
単
一
化
は
、
岡
家
の
存
立
に
本
質
的
な
多
数
性
営
破
壊
す
る
も
の
で
あ
る
。
プ
ラ
ト
ン
の
「
岡
家
が
会
館
ざ
し
て
一
つ
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
、
そ
れ
だ
け
よ
ろ
し
い
」
さ
い
ふ
論
結
に
お
し
て
、
彼
は
否
認
し
て
臼
く
、
「
閥
家
が
遂
に
統
一
性
の
皮
を
過
す
ご
、
最
早
岡
家
で
は
な
く
な
る
こ
さ
は
明
か
で
は
な
い
か
?
1
1何
故
な
れ
ば
岡
家
の
性
質
は
多
数
性
で
あ
っ
て
、
更
に
統
一
性
に
な
る
に
つ
れ
て
、
岡
家
た
る
性
質
を
失
っ
て
、
家
族
ご
な
b
、
家
族
な
る
も
の
か
ら
更
に
他
人
ご
な
る
か
ら
で
あ
る
。
従
ハ
ノ
て
、
仮
令
こ
の
統
一
一
性
が
達
せ
ら
れ
る
ざ
す
る
も
、
そ
れ
さ
共
に
図
家
ケ
な
く
す
こ
芯
に
な
る
か
ら
、
こ
れ
を
達
す
ぺ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
夏
に
、
岡
家
は
単
に
多
数
の
人
々
か
ら
成
り
立
つ
の
み
な
ら
歩
、
各
種
類
の
人
々
か
ら
成
り
立
っ
て
ゐ
る
。
す
ぺ
て
の
人
々
が
同
一
な
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
図
家
は
構
成
3
れ
な
い
。
・
:
:
:
:
図
家
に
於
い
て
、
統
一
性
が
梼
成
さ
れ
る
要
素
は
各
種
各
様
で
あ
る
。
そ
れ
が
匁
に
、
相
互
補
充
(
す
な
は
も
、
相
互
の
釣
b
令
ふ
こ
芯
)
の
原
則
は
岡
家
を
救
ふ
こ
ご
に
な
る
。
」
註
幻
、
F
E
E
-
H
F
N
H
N
|
ω
・
(2) 
す
べ
て
の
人
が
関
係
せ
る
仕
事
は
無
責
任
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
V
ス
の
社
合
苧
的
思
想
三
九
七
商
業
ミ
経
済
三
九
八
「
最
多
数
の
者
に
共
通
な
る
も
の
は
、
ぞ
れ
に
濁
し
て
注
意
が
挑
は
れ
る
こ
ご
は
最
も
僅
か
で
あ
る
。
各
人
は
主
ご
し
て
自
分
の
も
の
に
考
慮
す
る
が
、
共
通
の
利
盆
に
就
い
て
は
殆
ん
ざ
顧
み
な
く
、
然
も
、
そ
れ
が
各
個
人
に
関
係
し
て
ゐ
る
場
合
に
の
み
考
慮
す
る
の
で
あ
る
0
・
何
ほ
又
他
の
方
面
を
考
ヘ
て
見
て
も
、
人
は
誰
か
い
こ
れ
を
果
し
て
〈
れ
る
さ
思
ふ
義
務
?
ば
無
視
す
る
傾
き
が
一
一
般
あ
る
。
j
i
-
-
-
各
市
民
は
個
人
的
に
は
白
分
の
息
子
で
は
な
く
な
る
数
千
の
子
供
を
持
っ
こ
さ
に
な
る
が
、
各
自
は
一
様
に
各
自
の
息
子
さ
な
る
の
で
、
す
べ
て
の
者
は
等
し
く
、
そ
れ
等
の
子
供
を
等
閑
に
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
よ
詰
問
、
P
5
5
F
ω
l
h
F・
(3) 
争
論
等
の
減
少
は
忠
も
よ
ら
子
、
却
っ
て
殖
え
、
且
つ
犯
罪
は
克
に
言
語
に
絶
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
「
か
、
亙
る
共
有
を
主
張
す
る
者
に
濁
し
て
は
1
故
怠
又
は
無
立
志
に
暴
行
し
、
殺
害
し
、
中
傷
し
、
宰
関
す
る
佐
一
寸
の
諸
害
惑
か
}
避
け
る
こ
さ
は
容
易
で
な
く
、
こ
れ
等
す
ぺ
て
は
、
父
母
及
び
涯
一
規
に
濁
し
て
行
は
れ
た
場
合
、
罪
深
き
行
匁
で
あ
り
、
他
人
で
あ
る
場
合
に
も
、
一
段
に
は
行
か
ゴ
れ
ー
と
も
、
罪
深
き
こ
さ
に
鐙
り
は
な
い
。
加
之
.
こ
れ
等
の
害
惑
は
、
知
ら
、
ざ
る
場
合
の
方
が
度
々
起
る
に
相
逮
な
く
、
ぞ
れ
が
高
一
-
起
っ
た
場
合
、
関
係
あ
る
者
の
問
な
ら
ば
慣
例
内
的
な
照
罪
が
行
は
れ
得
る
で
あ
ら
う
が
、
後
者
の
場
令
は
こ
れ
を
行
ふ
こ
ご
が
出
Q
d
 
q出
来
な
い
。
」
詰
仰
、
町
c
E
一2
・口
"
h
p
a
l
s同
(4) 
家
族
共
産
主
義
は
下
級
一
枇
舎
に
趨
用
せ
ら
れ
る
。
寸
こ
の
妻
子
の
共
有
は
護
園
者
階
級
の
者
よ
り
も
、
農
民
に
一
一
般
迫
っ
て
ゐ
る
採
に
忠
は
れ
る
。
何
故
な
れ
ば
、
妻
子
が
共
有
さ
れ
る
な
ら
ば
、
お
互
は
共
有
で
な
レ
場
合
よ
b
も
弱
レ
粋
に
依
っ
て
結
ば
れ
、
被
支
配
階
級
ご
し
て
、
従
順
に
止
ま
b
、
反
抗
し
な
い
で
あ
ら
う
か
ら
。
一
一
一
一
一
口
に
し
て
云
へ
ば
、
か
〉
る
法
律
の
結
果
は
、
善
良
な
る
法
律
に
依
っ
て
達
せ
ら
れ
る
所
さ
全
く
正
反
謝
で
あ
り
、
従
っ
て
、
妻
子
に
関
し
て
こ
れ
等
ケ
制
定
す
る
に
蛍
つ
て
の
y
ク
ラ
テ
ユ
の
意
思
は
失
敗
に
終
っ
た
の
で
あ
る
o
:
;
:
・
:
主
に
人
に
敬
慕
ご
実
情
ご
を
吹
き
込
む
ご
こ
ろ
の
こ
つ
の
性
質
が
あ
っ
て
、
ぞ
れ
は
す
な
は
も
自
分
の
も
の
さ
交
す
る
も
の
〉
二
つ
で
あ
る
nu 
か
く
の
如
き
共
有
制
の
国
家
に
は
有
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
」
が
、
そ
の
い
づ
れ
も
、
註
却
、
吋
0
5
5
M
口
"
品
川
中
!
?
次
ぎ
に
経
済
的
共
産
主
義
論
に
移
っ
て
、
そ
の
鋒
先
守
向
け
る
。
「
完
全
な
る
同
家
の
市
民
は
そ
の
財
産
を
共
有
ざ
す
ぺ
き
や
否
や
。
こ
の
問
題
は
妻
子
仁
関
す
る
制
定
ご
は
離
し
て
論
争
る
こ
さ
が
出
来
る
。
」
註
目
、
旬
。
口
氏
g
u
ロu
u
・
財
産
の
共
有
に
関
し
て
次
の
如
く
三
つ
の
場
合
が
考
へ
ら
れ
る
。
mw
「
土
地
は
私
有
ご
す
る
も
、
そ
の
生
産
物
は
共
同
に
す
一
山
積
し
て
消
費
に
あ
て
ら
れ
得
る
o
」
ア
官
ス
子
テ
V
ス
の
社
A
M
H
阜
的
思
想
三
九
九
商
業
さ
経
済
四
O
O
ω「
土
地
は
共
有
で
、
共
同
し
て
耕
作
し
得
る
も
、
生
産
物
は
各
個
人
間
で
、
そ
の
私
有
の
怨
に
分
配
し
得
る。」
mw
「
土
地
及
び
生
産
物
も
等
し
く
共
有
し
得
る
。
」
こ
の
各
形
態
は
貫
現
す
る
に
際
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
困
難
密
生
一
歩
る
。
「
農
民
が
土
地
の
所
有
者
で
な
〈
し
て
、
土
地
を
耕
す
な
ら
ば
、
そ
の
場
合
は
問
題
は
別
で
、
さ
ま
で
困
難
ご
は
な
ら
な
い
。
然
し
、
農
民
自
ら
が
土
地
を
耕
作
す
る
場
合
、
所
有
権
の
問
題
は
穏
々
な
る
困
難
が
起
る
の
で
あ
る
。
若
し
、
利
盆
の
享
受
さ
労
働
の
成
果
さ
が
何
等
均
衡
や
』
得
て
ゐ
な
い
な
ら
ば
、
労
多
く
し
て
、
獲
る
こ
ご
少
な
き
者
は
、
働
き
少
く
し
て
、
消
費
す
る
こ
さ
多
き
者
に
濁
し
て
、
営
然
、
不
平
が
起
る
で
あ
ら
う
。
ま
こ
さ
に
、
共
同
に
生
活
し
、
す
ぺ
て
の
人
事
を
共
同
に
す
る
こ
さ
は
困
難
な
こ
さ
で
、
特
に
財
産
を
共
有
に
す
る
場
合
は
そ
う
で
あ
る
o
」
財
産
の
共
有
は
、
人
々
が
、
「
争
論
し
」
、
且
つ
「
そ
の
守
が
起
っ
た
懇
句
は
階
一
嘩
口
論
の
原
因
ぎ
な
る
も
の
で
あ
れ
。
を
す
る
」
が
如
き
、
詰
問
、
町
c
E一の出切
H
F
U
U
N
lふ・
一
切
の
極
端
な
改
革
、
及
び
一
切
の
激
し
き
紫
波
闘
争
を
否
認
す
る
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
保
守
的
に
伐
さ
、
経
済
秩
序
を
改
革
す
る
に
蛍
つ
て
は
、
革
命
的
方
法
よ
り
も
、
進
ア
y
ス
ト
ア
レ
ス
は
一
切
の
革
命
、
化
的
方
法
に
侯
つ
ご
考
へ
る
。
「
現
在
の
制
度
は
、
よ
き
慣
習
さ
法
律
さ
に
依
っ
て
放
浪
す
る
な
ら
ば
、
円。
に
私
有
財
産
の
雨
制
度
の
利
盆
念
持
つ
じ
至
る
で
あ
ら
う
o
」
は
る
か
じ
改
善
さ
れ
、
共
有
並
び
詰
回
、
吉
富
山
口
♂
口
"
M
H
U
・
財
産
は
一
般
的
原
則
ご
し
て
は
私
有
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
た
い
こ
れ
を
使
用
す
る
黙
に
於
い
て
、
そ
れ
が
相
互
共
通
に
一
公
盆
の
匁
に
利
用
さ
れ
る
場
令
、
こ
の
意
味
に
於
い
て
は
共
有
で
あ
る
さ
も
云
へ
、
こ
れ
は
よ
き
こ
ご
、
彼
は
認
め
る
。
私
有
財
産
制
の
特
別
な
る
利
盆
ざ
見
倣
さ
れ
る
も
の
は
次
の
三
つ
に
要
約
さ
れ
る
。
(1) 
「
各
人
が
夫
々
別
々
の
関
心
ケ
持
つ
場
合
、
人
々
は
相
互
に
不
平
を
洩
さ
な
い
で
あ
ら
う
し
、
又
、
各
人
が
自
分
自
身
の
仕
事
堂
廟
む
故
に
、
一
一
層
の
進
歩
を
来
す
で
あ
ら
う
。
」
(2) 
「
人
聞
が
或
る
も
の
を
自
分
の
も
の
ご
成
予
る
場
令
、
そ
の
快
楽
は
更
に
非
常
に
大
な
る
も
の
で
あ
る
。
」
m
w
、
財
産
ケ
共
有
す
る
こ
さ
は
克
容
の
精
紳
を
摩
す
る
に
至
る
。
一
切
の
も
の
が
共
有
で
あ
る
場
合
、
何
人
さ
雄
も
、
最
早
、
他
人
に
謝
し
て
親
切
を
濯
す
こ
さ
の
総
伏
を
得
な
く
な
る
。
「
何
故
な
れ
ば
、
寛
容
の
精
紳
は
私
有
財
産
の
利
用
に
依
っ
て
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
o
」
プ
ラ
ト
y
が
諸
岡
家
に
現
に
存
す
る
諮
害
悪
?
答
め
る
時
、
そ
れ
は
私
有
財
産
か
ら
起
る
ご
す
る
が
、
然
し
な
が
ら
、
ア
y
ス
ト
-
ア
レ
λ
は
こ
れ
等
の
諸
害
惑
は
、
全
然
方
面
を
異
に
せ
る
原
因
た
る
人
間
性
の
不
行
跡
に
蹄
す
る
の
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
ν
ス
の
祉
合
阜
的
思
想
四
O 
商
業
さ
経
済
四
O 
「
買
に
、
私
有
財
産
&
所
有
す
る
人
間
の
数
の
大
な
る
に
比
ぺ
て
、
少
数
な
b
ご
は
雄
も
、
荷
物
を
共
有
す
る
4
t
 
人
々
の
問
に
於
い
て
、
遜
か
に
多
く
の
守
論
あ
る
を
見
る
の
で
あ
る
。
」
註
川
叫
、
句
。
]
円
円
一
gu
口
u
M
H
E一
彼
は
か
く
の
如
く
に
、
プ
ラ
ト
ン
の
「
岡
家
篇
』
の
会
組
織
に
濁
し
て
、
銃
き
論
難
セ
加
へ
た
の
で
あ
る
が
、
中
に
も
注
目
に
値
す
る
の
は
、
ア
ソ
ス
ト
-
プ
レ
ス
が
、
何
時
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
一
此
合
主
義
に
謝
し
て
向
け
ら
れ
る
、
あ
ら
ゆ
る
非
難
を
既
に
看
破
し
た
こ
さ
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、
共
産
主
義
の
最
大
な
る
危
険
は
.
噌
}
れ
が
す
べ
て
の
個
性
の
活
動
を
滅
ぼ
し
、
こ
れ
さ
共
に
文
化
&
創
り
出
す
唯
一
の
原
動
力
た
る
個
人
の
緊
張
さ
こ
れ
ぞ
麻
療
せ
し
な
る
さ
い
ふ
貼
で
あ
る
。
後
展
ご
訟
を
然
さ
ま
で
は
行
か
や
J
ご
も
、
ア
y
只
ト
ア
レ
只
は
克
に
、
「
プ
ラ
ト
ン
の
後
年
の
審
『
法
律
篇
』
に
殆
ん
JE
こ
れ
ご
同
じ
反
お
を
通
用
す
る
」
こ
さ
を
あ
げ
て
ゐ
る
が
、
我
々
は
こ
れ
以
上
詳
細
に
亙
る
必
要
は
認
め
な
い
。
次
の
如
き
ア
y
ス
ト
ア
V
ス
自
身
の
プ
ラ
ト
ン
に
お
す
る
評
言
争
以
っ
て
、
こ
の
節
を
問
ぢ
乙
。
プ
ラ
ト
ン
の
「
哲
事
談
は
決
し
て
陳
腐
な
も
の
で
は
な
く
、
九
百
に
口
即
位
あ
り
、
猫
創
カ
ゐ
り
、
思
想
あ
る
も
の
で
あ
る
o
然
れ
ぜ
も
、
高
事
に
亙
っ
て
、
完
全
な
る
こ
さ
そ
期
待
出
来
な
い
。
:
・
:
:
:
理
想
を
描
く
に
蛍
つ
M
D
 
て
、
我
々
が
思
ふ
通
り
じ
限
定
す
る
こ
ご
が
出
来
る
が
、
不
可
能
な
こ
ご
は
避
け
る
べ
き
で
あ
れ
J
註
旬
、
F
5
5
F
。
日
。
|
可
・
第
九
節
文
化
の
物
質
的
係
件
『
法
律
筏
』
に
劃
す
る
批
評
に
進
ん
で
、
ア
ク
ス
ト
-
プ
レ
ス
は
次
の
如
く
一
五
ふ
。
「
立
法
者
は
彼
の
限
を
人
民
及
び
図
家
の
二
貼
に
向
け
る
べ
き
で
あ
る
ご
い
ふ
こ
ご
が
(
『
注
律
篇
』
で
)
云
は
れ
て
ゐ
る
。
然
し
、
若
し
彼
が
立
法
し
た
さ
こ
ろ
の
図
家
が
其
の
政
治
的
生
活
を
す
べ
き
な
ら
ば
、
隣
国
の
こ
ご
を
も
、
亦
立
法
者
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
ら
」
官主
ω、
町
c-xw♂
口
・
。
H
U
『
・
こ
の
論
述
に
於
い
て
、
彼
は
会
然
、
師
約
的
で
、
科
苧
的
研
究
態
度
を
表
は
し
て
を
h
，
、
一
枇
舎
営
外
的
環
境
の
作
用
に
依
っ
て
決
定
せ
る
ご
す
る
如
く
解
秤
す
る
モ
シ
-
ア
メ
キ
ユ
I
冨
0
5
ω
ρ
巳
2
及
び
バ
り
ノ
グ
Y
Fの区。
の
著
作
を
輪
以
見
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
政
治
亭
』
の
第
七
体
制
は
こ
の
理
論
の
展
開
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
「
政
治
家
に
ご
っ
て
要
求
せ
ら
れ
る
材
料
の
中
第
一
の
も
の
は
人
口
で
あ
る
Q
政
治
家
は
市
民
の
数
及
び
性
質
は
ど
う
で
あ
る
べ
き
か
ケ
考
へ
、
3
れ
ば
又
、
図
家
の
大
き
さ
、
及
び
性
質
は
ぜ
う
で
あ
る
ぺ
き
か
会
考
ヘ
る
で
あ
ら
う
。
大
低
の
人
々
は
、
岡
家
は
幸
一
服
た
ら
ん
が
匁
に
大
き
く
な
る
べ
き
で
あ
る
さ
考
へ
る
が
、
然
し
、
若
し
彼
等
は
正
し
い
u
マ
し
し
て
も
、
大
き
い
凶
さ
は
如
何
な
る
も
の
か
、
又
.
小
さ
き
凶
は
如
何
な
る
も
の
か
に
就
い
て
の
翻
念
企
持
た
な
い
。
何
故
な
れ
ば
、
彼
等
は
住
民
の
数
に
依
っ
て
都
市
の
大
き
さ
ケ
剣
断
す
る
か
ア
哨
リ
ス
ト
テ
ν
ス
の
枇
合
平
的
思
想
四
O
三
商
業
さ
経
済
四
O
問
ら
。
こ
れ
さ
反
謝
に
、
彼
等
は
、
そ
の
数
に
あ
ら
歩
し
て
、
そ
の
カ
を
注
視
す
べ
き
で
あ
る
o
:
:
:
:
・
而
し
て
、
我
々
が
住
民
の
数
に
依
っ
て
、
図
家
の
大
き
さ
を
計
る
ざ
す
る
も
、
各
人
を
合
む
ぺ
き
で
は
な
い
。
何
故
な
れ
ば
、
都
市
に
は
多
く
の
奴
隷
、
滞
在
者
、
外
因
人
等
が
常
に
ゐ
る
に
相
品
川
仙
い
か
ら
。
然
し
、
我
々
は
閣
の
一
員
で
あ
り
、
そ
の
本
質
的
部
分
を
構
成
す
る
者
の
み
を
合
h
u
べ
き
で
あ
る
o
」
註
幻
、
町
ozwmu
ぐ
口
・
ぉ
“
お
l
mぃ・
人
口
の
多
吉
芝
、
そ
の
多
種
多
様
な
る
こ
ご
は
政
治
上
、
祉
合
上
の
性
質
を
決
定
す
る
に
蛍
つ
て
の
要
素
で
あ
り
、
ぞ
れ
等
は
自
治
問
題
に
も
主
ざ
し
て
関
係
す
ぺ
き
こ
さ
の
暗
示
を
奥
へ
て
ゐ
る
の
は
本
質
上
、
近
代
的
態
度
で
あ
る
o
版
固
に
閲
し
て
も
重
要
な
る
こ
要
素
が
考
へ
ら
れ
る
。
(1) 
「
各
人
は
土
地
そ
の
も
ω
で
、
最
も
充
分
に
自
給
す
る
さ
こ
ろ
の
図
家
子
讃
め
る
に
…
同
意
す
る
で
あ
ら
う
し
、
且
つ
、
ぞ
れ
は
す
べ
て
守
生
産
す
る
図
家
で
ゐ
る
に
相
違
な
い
。
何
故
な
れ
ば
、
す
べ
て
を
有
し
、
何
も
の
を
も
不
足
3
せ
な
い
こ
さ
は
充
分
な
資
格
で
あ
る
。
大
き
さ
、
総
図
に
就
い
て
は
、
住
民
を
し
て
徐
般
の
享
楽
を
温
和
に
、
自
由
に
生
活
せ
し
め
る
程
度
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
よ
「
都
市
の
位
置
に
関
し
て
は
、
我
々
が
思
ふ
慌
に
出
来
る
ざ
す
れ
ば
、
海
仁
も
陸
に
も
共
に
便
利
に
位
置
す
べ
き
で
あ
ふ
ど
位
置
の
遁
蛍
な
る
こ
さ
に
依
っ
て
得
ら
る
ぺ
き
利
盆
は
非
常
に
安
全
で
、
商
業
に
も
便
利
で
あ
る
。
然
し
、
そ
の
蛍
然
の
結
果
ご
し
て
、
「
外
周
人
の
入
国
」
ざ
な
り
、
又
、
人
口
が
増
加
す
る
こ
ご
に
依
(2) 
っ
て
、
こ
れ
等
の
利
盆
は
恐
ら
く
知
殺
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
ハU
き
政
治
」
に
守
一
向
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
爾
方
共
甚
だ
し
く
「
よ
さ
秩
序
」
及
び
「
よ
註
路
、
F
E
E
-
Z
F
U
L
I
N
-
却
、
出
v
E
-
u
J
1
H
F
U
u
い・
却
、
2
・
Hr広
-u
〈
口
"
ふ
HHIN-
次
ぎ
仁
、
気
候
風
土
の
要
素
は
、
人
民
の
性
質
に
影
響
す
る
ご
こ
ろ
大
な
り
さ
考
へ
る
。
「
寒
き
気
候
に
住
む
者
、
北
欧
に
住
h
u
者
は
勇
気
に
充
も
て
ゐ
る
が
、
理
知
官
、
技
術
の
熟
練
を
快
き
、
ぞ
れ
故
に
、
彼
等
は
自
由
で
あ
る
が
、
何
等
政
治
組
織
を
有
せ
子
、
従
っ
て
他
を
支
配
す
る
こ
ご
が
出
来
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
ア
ジ
ア
人
は
理
智
あ
り
、
猪
創
力
あ
る
が
、
然
し
、
勇
気
を
快
く
の
で
、
彼
等
は
常
に
被
征
服
の
mm態
に
あ
'
り
、
奴
隷
で
あ
る
。
然
る
に
、
雨
者
の
中
間
に
位
す
る
ギ
y
ジ
ヤ
民
族
は
性
質
に
於
い
て
等
し
く
中
和
し
、
勇
気
あ
b
、
理
智
あ
る
。
依
っ
て
、
ギ
リ
ジ
ャ
は
自
由
を
持
続
し
、
如
何
な
る
国
民
よ
b
も
最
も
よ
く
統
治
さ
れ
、
又
、
ギ
y
ジ
ヤ
が
一
国
家
に
構
成
さ
れ
得
た
な
ら
ば
、
全
世
界
を
支
配
す
る
こ
ご
が
出
来
た
で
あ
4
t
 
ら
う
。
」
註
位
、
句
。
】
一
昨
日
nr
〈
口
"
可
UNlω
・
ア
η
ノ
九
ト
ア
V
久
は
更
に
人
聞
の
幸
福
に
影
響
す
る
ご
こ
ろ
の
外
的
要
素
の
分
析
に
進
み
、
第
一
に
健
康
が
必
姿
保
件
で
あ
り
、
清
ら
か
な
空
気
及
び
水
に
就
い
て
は
都
市
の
漣
蛍
な
る
位
置
如
何
に
依
る
さ
す
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
V
ス
の
批
合
阜
的
思
想
四
O
五
商
業
主
経
済
四
O
六
「
束
向
で
、
東
方
か
ら
吹
く
風
ぞ
受
り
る
ご
こ
ろ
の
都
市
は
最
も
健
康
に
よ
い
。
こ
れ
に
次
い
で
は
、
北
風
合
よ
け
る
ご
こ
ろ
が
健
康
に
充
分
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
、
そ
こ
は
冬
が
扱
い
か
ら
で
あ
る
。
:
:
:
・
:
町
の
中
，
に
、
湧
水
や
水
源
が
自
然
に
潤
津
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
然
ら
子
し
て
、
若
し
そ
れ
等
を
快
く
な
ら
ば
、
大
な
る
貯
水
池
を
雨
水
を
苔
へ
る
怨
に
作
る
ぺ
き
で
あ
る
o
j
i
-
-
-
何
故
な
れ
ば
、
我
々
が
身
陸
&
維
持
す
る
震
に
、
最
も
屡
々
使
ふ
成
分
は
最
も
健
康
に
貢
献
す
る
も
の
で
、
且
つ
甲
』
れ
等
の
中
に
は
水
さ
空
気
乏
が
入
る
の
で
あ
る。」
註
崎
、
F
E
E
-
〈
戸
口
H
N
l品・
第
こ
に
は
、
そ
れ
さ
関
聯
し
て
、
住
宅
及
び
都
市
計
主
を
宥
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
居
心
地
よ
き
、
又
、
式
な
建
築
様
式
の
方
が
勝
る
。
こ
の
様
式
は
、
外
国
人
に
さ
つ
で
、
町
か
ら
出
る
こ
さ
難
し
く
、
攻
撃
側
を
し
「
私
人
の
住
宅
の
配
置
は
、
若
し
街
路
が
近
代
的
様
式
に
倣
っ
て
規
則
正
し
く
設
計
さ
れ
て
を
る
な
ら
ば
、
一
一
般
に
一
居
便
利
で
あ
る
さ
考
へ
ら
れ
る
。
j
i
-
-
・
然
し
、
戦
時
の
安
全
の
結
局
に
は
、
法
日
て
、
そ
の
港
会
後
見
す
る
に
困
難
な
ら
し
む
る
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
放
に
、
都
市
は
こ
れ
等
雨
極
の
建
築
?
採
る
べ
き
で
あ
る
0
・
:
;
:
:
全
都
市
は
あ
る
部
分
を
除
く
外
は
直
線
に
設
計
3
る
ぺ
き
で
は
な
い
。
か
く
し
て
、
安
全
さ
美
視
さ
が
ふ
た
つ
な
が
ら
備
は
る
の
で
あ
れ
こ
詮
川崎、旬。]{【片山崎
J
1
H
F
H
H
H
ふ
l
'吋・
人
間
赴
舎
に
於
け
る
原
因
結
果
の
働
き
に
関
し
て
、
叉
、
人
間
の
運
命
を
支
配
す
る
自
然
カ
に
関
し
て
、
カ3
く
の
如
き
明
瞭
な
る
観
念
ケ
示
せ
る
は
、
近
代
の
著
書
に
も
す
く
な
し
ご
す
る
ご
こ
ろ
で
ゐ
る
。
第
十
節
数
写まミt
目
論
一
肱
曾
過
程
並
び
に
一
肱
舎
カ
の
問
題
に
閲
す
る
ア
y
只
ト
ア
ν
久
の
康
き
理
解
カ
さ
考
ヘ
方
の
'
鏑
創
な
る
さ
は
、
更
に
彼
の
数
百
論
中
に
で
も
窺
ふ
こ
乏
が
出
来
る
o
自
然
的
原
因
に
基
づ
く
人
類
の
迩
化
は
絶
え
歩
進
み
、
然
も
人
類
の
迎
智
作
用
な
る
進
化
を
ば
、
一
肱
舎
的
に
指
導
す
る
こ
ご
は
重
要
な
る
こ
芯
で
あ
る
。
「
既
惑
の
如
き
こ
ご
か
ら
し
て
、
立
法
者
は
岡
家
に
於
い
て
、
或
る
車
、
物
を
制
御
せ
ん
ど
す
る
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
子
、
叉
、
他
の
事
物
を
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
さ
に
な
る
o
ぞ
れ
故
に
、
我
々
は
唯
次
の
様
に
云
ひ
得
る
ο
運
命
が
進
ん
で
な
き
し
め
る
ご
こ
ろ
の
(
我
々
は
運
命
の
カ
ケ
認
め
る
故
に
)
善
含
以
っ
て
統
一
服
3
れ
る
如
き
方
法
で
我
々
の
岡
家
は
組
織
さ
れ
る
様
に
G
然
る
に
、
図
家
に
於
け
る
徳
ご
善
ど
は
機
舎
の
問
題
で
は
な
く
て
、
知
識
の
結
呆
で
あ
b
、
目
的
で
あ
る
コ
政
治
に
奉
奥
す
る
市
民
に
徳
が
ゐ
る
場
合
に
の
み
、
そ
の
都
市
に
徳
あ
る
こ
ご
が
出
来
、
而
し
て
我
々
の
岡
家
に
於
ν
て
は
全
市
民
は
政
治
に
多
奥
し
て
ゐ
る
。
.. 
4
佳
人
ケ
し
て
善
た
ら
し
め
、
徳
た
ら
し
め
る
も
の
三
つ
あ
る
o
そ
れ
は
性
質
、
習
慣
、
理
性
で
あ
る
叫
」
ア
u
リ
ス
ト
テ
V
ス
の
祉
A
W
H
阜
的
思
犯
四
O
七
商
業
さ
経
済
四
O
入
詰
位
、
句
。
】
{
円
円
B
U
S
H
-
3
u
∞1
2・
こ
れ
等
三
つ
守
正
し
く
理
解
す
れ
ば
、
ぞ
れ
は
人
間
天
賦
の
性
質
で
あ
る
が
、
そ
の
各
々
は
「
立
法
者
の
手
に
依
っ
て
形
作
ら
れ
」
得
る
。
印
も
こ
れ
等
は
訓
練
又
は
統
制
を
受
け
る
こ
ご
で
あ
る
。
こ
れ
に
依
っ
て
、
彼
の
数
奇
論
は
強
調
さ
れ
る
。
プ
-
フ
ト
ン
さ
同
じ
く
、
殺
育
が
主
要
な
一
枇
合
力
で
あ
る
さ
見
た
の
で
あ
る
。
先
づ
「
性
質
」
の
生
物
山
学
的
性
質
に
関
す
る
優
生
率
的
評
論
か
ら
始
ま
る
が
、
こ
れ
は
ア
ラ
シ
ジ
ス
・
が
y
ド
Y
匂
3
5
r
の
と
円
。
ロ
や
ρ
バ
ロ
ッ
ク
・
エ
ソ
λ
出
P
5
4
0
島
巴
一
一
ω
の
著
作
ε比
段
し
て
急
激
論
者
さ
見
倣
さ
れ
得
る
貼
で
あ
b
、
こ
れ
か
ら
出
後
し
て
、
彼
は
図
家
の
指
悶
ご
統
制
下
に
於
い
て
、
主
要
な
る
↓
公
共
殺
育
睦
系
に
依
っ
て
、
習
慣
さ
理
性
ど
の
訓
練
を
主
張
す
る
。
「
先
づ
第
一
に
各
人
は
人
さ
生
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
共
他
の
勤
物
さ
生
れ
て
は
な
ら
な
い
よ
印
も
人
は
人
類
さ
占
T
の
遺
侍
含
有
さ
な
け
れ
ば
な
ら
歩
、
又
、
「
肉
位
さ
精
紳
さ
雨
方
の
一
定
の
人
格
を
有
さ
な
け
れ
ば
d
t
 
な
ら
な
い
。
」
一
白
、
可
。
-
5
2
w
J
H口
"
同
一
W
H
M
同
註「
立
法
者
は
自
己
が
養
育
す
る
子
供
の
陸
格
を
如
何
に
し
て
出
来
る
だ
け
善
く
さ
れ
得
る
か
を
先
づ
考
へ
る
が
故
に
、
先
づ
第
一
に
結
婚
に
就
い
て
注
意
す
る
こ
さ
で
あ
る
。
ρ
り4吐
又
、
誰
さ
結
婚
せ
る
が
泊
せ
る
か
に
就
い
て
い
ゐ
る
。
」
何
歳
に
し
て
市
民
は
結
婚
す
ぺ
き
か
、
詑
M
山
、
勺
c-
一戸一nr
〈
口
"
忌
日
同
雨
親
の
若
過
ぎ
る
こ
さ
が
子
孫
に
影
響
ケ
及
ぼ
す
こ
さ
さ
、
雨
親
の
年
齢
の
不
釣
合
が
子
供
及
び
家
庭
の
幸
福
に
影
響
す
る
こ
さ
さ
、
有
害
な
る
職
業
の
影
響
ご
更
に
、
不
幸
・
が
子
供
の
肉
健
三
気
質
合
意
気
消
沈
せ
し
な
る
が
如
き
成
化
争
奥
へ
る
こ
さ
〉
ケ
彼
は
指
摘
し
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
雨
親
た
る
の
資
格
を
論
じ
、
男
女
の
結
婚
す
ぺ
き
年
齢
を
定
め
、
出
産
に
趨
蛍
な
る
季
節
ご
し
て
、
「
北
風
」
の
吹
く
期
間
ま
で
も
指
示
し
、
胎
4
t
 
殺
に
閲
し
て
の
注
意
を
促
し
て
ゐ
る
o
詰
円
刷
、
凸
同
-
u
旬。】
E
2・
J
1
口u
H
A
M
-
-
』
れ
等
の
問
題
に
閲
し
て
、
彼
の
生
物
苧
が
不
完
全
な
b
ぎ
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
現
今
の
一
枇
曾
卒
者
に
さ
つ
で
も
同
様
で
、
か
〉
る
問
題
の
知
識
に
謝
し
て
は
、
そ
の
時
代
の
「
聾
者
」
ε
「
生
物
卒
者
」
に
依
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
閲
す
る
知
識
が
進
む
に
つ
れ
て
、
結
論
に
多
少
の
修
正
は
起
る
で
あ
ら
う
が
、
彼
の
さ
っ
た
方
法
ざ
し
て
は
完
全
な
も
の
で
あ
る
。
彼
の
優
生
向
学
的
企
固
は
そ
れ
が
股
格
で
あ
る
ご
共
に
、
論
旨
の
一
貫
せ
る
も
の
で
あ
る
。
家
系
ぞ
純
潔
な
ら
し
な
る
忽
に
、
「
不
具
の
子
供
ケ
生
活
せ
し
め
ぎ
る
治
体
を
設
け
よ
」
又
、
人
口
過
剰
に
供
へ
る
匁
に
、
「
夫
婦
が
子
供
や
」
係
分
に
持
ち
、
人
怖
さ
し
て
子
孫
ぞ
泣
楽
す
る
ぞ
厭
へ
る
場
合
、
成
先
及
び
生
活
が
始
ま
る
前
に
堕
胎
4
t
 
せ
し
め
よ
。
」
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
祉
A
w
u
早
的
思
惣
四
O
九
商
業
さ
経
済
四
一
O
詰
錦、旬。]洋一円♂
J
Y
口u
H
a
・
そ
こ
で
、
殺
育
に
関
し
て
最
初
に
心
配
す
る
こ
さ
は
子
供
が
よ
く
生
れ
る
こ
ご
で
あ
る
。
然
し
、
性
質
は
憤
初
日
及
び
習
慣
に
依
っ
て
援
ヘ
得
る
か
ら
、
「
殺
育
者
」
の
第
二
の
義
務
は
「
子
供
の
成
長
に
目
を
注
ぐ
」
こ
さ
で
あ
る
。
す
な
は
も
漣
常
な
薫
陶
に
依
っ
て
、
生
家
の
性
質
を
高
め
る
こ
ご
で
あ
る
。
こ
れ
は
肉
陸
、
精
紳
の
商
者
じ
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
食
事
に
、
運
動
に
、
入
溶
に
、
遊
ぶ
こ
さ
に
特
別
の
注
意
を
抑
ふ
べ
き
で
あ
る
。
最
初
の
五
年
間
は
「
ぞ
の
成
長
を
窓
口
は
ん
こ
ど
を
恐
れ
る
が
谷
川
仁
、
勉
強
ご
努
働
ぎ
や
-
子
供
に
要
求
し
て
は
い
け
な
い
。
」
七
歳
に
な
る
迄
は
子
供
は
家
庭
で
殺
育
き
る
ぺ
き
で
あ
る
が
、
然
し
そ
の
殺
育
は
狭
量
に
し
て
、
不
徳
な
る
こ
さ
の
な
さ
様
に
注
意
し
て
、
善
良
な
る
習
慣
伝
作
る
こ
さ
さ
、
生
活
を
遮
蛍
に
注
漉
す
る
こ
さ
に
あ
る
べ
き
で
あ
-
る
。
第
三
に
、
殺
育
は
人
に
の
み
附
奥
さ
れ
た
る
性
質
な
る
理
性
-T
薫
陶
す
べ
き
で
あ
る
o
習
慣
は
性
質
を
修
正
し
、
理
性
は
習
慣
及
び
性
質
の
雨
者
を
修
正
す
る
か
ら
、
こ
れ
は
根
本
的
に
重
要
で
あ
る
o
次
い
で
考
察
さ
る
ぺ
き
は
教
育
の
一
公
的
統
制
ご
教
育
の
内
容
の
二
問
題
で
あ
る
o
第
一
ー
は
議
論
の
徐
地
な
き
粍
明
か
で
あ
J
る
。
「
す
ぺ
て
都
市
は
一
つ
の
目
的
を
有
す
る
故
に
、
教
育
は
市
民
会
睦
に
濁
し
て
同
一
で
あ
る
べ
き
で
、
又
、
一
公
共
の
も
の
で
、
私
事
な
ら
ざ
る
こ
ご
は
明
白
で
あ
る
。
|
|
各
人
が
自
己
の
子
供
を
個
々
別
々
に
世
話
し
、
而
し
て
、
自
己
が
最
善
ご
信
子
る
類
の
個
別
殺
育
を
子
供
に
ほ
ぜ
こ
す
現
在
の
如
き
で
は
い
け
な
い
。
共
同
関
心
を
持
つ
事
物
に
関
す
る
陶
治
は
す
べ
て
同
一
で
あ
る
べ
き
で
あ
4
t
 
る
0
・
:
:
:
:
数
育
は
法
律
に
依
っ
て
規
定
さ
る
ぺ
く
、
園
事
た
る
べ
き
こ
さ
は
否
み
得
な
い
。
」
詰
却
、
吋
C
】
即
日
ロ
♂
J
1
H
H
H
Y
一
同
日
一
w
E
N
H
同
内
容
に
関
し
て
は
問
題
は
左
程
簡
単
に
は
行
か
な
い
M
O
意
見
の
相
異
が
入
り
得
る
徐
地
が
あ
る
o
主
要
な
る
問
題
た
る
も
の
が
こ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
教
育
が
「
智
的
或
は
道
徳
的
長
所
」
さ
い
づ
れ
に
一
居
関
係
す
る
ゃ
、
す
な
は
も
、
殺
育
は
先
づ
殺
化
的
で
あ
る
か
、
寅
践
的
で
あ
る
か
ご
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
o
数
育
の
質
際
内
容
に
閲
し
て
は
、
ア
y
久
ト
ア
レ
ザ
ハ
は
プ
ヌ
ト
y
の
皐
課
課
程
に
少
し
附
加
し
て
ゐ
る
。
「
数
育
の
通
常
の
分
科
は
四
つ
じ
分
れ
る
o
そ
れ
は
mw読
書
さ
初
日
宇
、
仰
健
換
、
mw一
菅
奨
芝
、
そ
れ
に
仰
国
主
が
加
は
る
。
こ
の
中
で
読
書
さ
初
日
宇
ε間
違
ご
は
生
活
の
結
局
に
種
々
な
方
面
で
有
盆
ご
見
倣
さ
れ
、
陸
操
は
勇
気
を
鼓
舞
す
る
様
に
考
へ
ら
れ
る
。
一
音
楽
に
関
し
て
は
疑
が
起
る
か
も
知
れ
な
い
。
-
|
現
今
に
於
い
て
は
大
抵
の
人
々
は
快
楽
の
匁
に
一
音
楽
を
修
め
る
が
、
本
来
そ
れ
は
数
育
に
合
ま
れ
て
ぬ
た
。
何
故
な
れ
ば
、
自
然
そ
れ
白
樫
は
、
し
ば
/
k
t
一
去
へ
る
如
く
、
我
々
が
よ
く
働
く
こ
さ
の
出
来
る
の
み
な
ら
歩
、
よ
く
徐
暇
営
利
用
し
得
る
こ
ご
ケ
要
求
す
る
か
ら
で
あ
る
。
j
i
-
-
-
そ
こ
で
徐
暇
を
享
楽
す
る
目
的
で
勉
強
し
な
け
れ
な
ば
ら
な
い
率
問
課
程
R
A
び
数
育
が
あ
る
こ
さ
は
明
か
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
れ
等
は
自
分
自
身
の
結
局
に
舎
重
き
る
ぺ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
貸
業
に
有
殺
な
る
種
類
の
知
識
は
必
要
ご
考
へ
ら
れ
、
他
事
物
の
結
局
に
存
在
す
る
ア
官
官
ス
ト
テ
V
ス
り
祉
合
阜
的
思
想
四
の
で
あ
るr:n¥商
己--，業
争、.
主
持
匹l
註
印
、
勺
0
5
5
〈
口
円
い
ニ
i
y
読
書
さ
初
日
宇
は
「
金
儲
け
に
、
家
庭
経
緯
に
、
知
識
獲
得
に
、
而
し
て
叉
、
政
治
生
活
に
」
質
際
的
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
問
主
は
「
美
術
家
の
作
品
ケ
一
府
正
確
に
剣
断
す
る
に
」
有
盆
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
亦
寅
買
に
於
い
て
間
違
守
防
ぐ
に
資
際
上
の
低
値
が
あ
る
。
泊
皮
の
陛
操
は
健
康
之
、
強
さ
さ
勇
気
ご
宇
奥
へ
る
が
、
然
し
過
度
の
陸
操
は
身
踏
を
害
し
、
成
長
を
阻
止
す
る
。
殺
育
し
、
楽
し
ま
し
め
、
伶
暇
を
有
効
以
に
利
用
す
る
は
一
音
楽
的
陶
冶
の
働
き
に
属
す
る
が
、
ぞ
れ
は
克
に
一
段
ご
高
い
働
き
を
持
ち
、
性
質
に
よ
さ
成
化
を
奥
ヘ
、
高
備
な
る
成
情
ご
、
家
庇
な
る
気
分
ぞ
湧
き
立
た
し
め
る
に
奥
っ
て
力
が
あ
る
。
こ
れ
は
公
共
数
百
の
皐
課
課
の程
での
あ正
宅町
部
分
J 
丸困，. 
し
て
ア
y
ユ
ト
ア
V
メ
が
そ
の
正
蛍
な
る
な
主
張
せ
る
も
の
で
、
道
徳
債
値
を
持
つ
も
誌
は
、
の
向
・
可
己
主
2w
〈
同
門
戸
ω
日
可
Z
M
H
N
M
・
こ
¥
A
に
、
そ
の
理
解
力
の
庚
さ
、
考
ヘ
方
の
鋭
さ
、
理
路
整
然
た
る
こ
さ
じ
は
最
も
、
近
代
的
な
る
殺
育
企
固
に
依
つ
で
も
殆
ん
ピ
凌
駕
し
得
ぎ
る
程
の
教
育
綱
要
で
あ
る
さ
す
る
こ
ご
が
出
来
る
。
こ
れ
は
躍
に
有
盆
な
る
知
識
ケ
授
け
る
こ
ぎ
を
目
的
ざ
す
る
の
み
な
ら
子
、
最
も
高
倫
に
し
て
、
責
任
あ
る
市
民
の
向
上
を
期
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
目
的
は
人
格
が
最
高
の
輝
き
含
一
不
す
こ
さ
で
あ
り
、
個
人
の
善
か
ら
成
立
す
る
人
類
の
自
由
及
び
、
図
家
の
安
寧
秩
序
が
最
大
に
達
成
せ
ら
れ
る
こ
さ
で
あ
る
第
十
一
節
結
一語
ア
ソ
久
ト
ア
レ
久
の
方
注
さ
赴
舎
思
想
史
上
に
於
け
る
彼
の
地
位
に
関
し
て
エ
Y
ク
ヅ
ド
は
次
の
如
く
評
論
す
る
。
「
現
代
一
枇
曾
挙
者
に
さ
っ
て
ア
ソ
ス
ト
ア
V
久
研
究
の
主
た
る
債
値
は
方
治
論
に
存
す
る
。
ア
ソ
マ
ハ
ト
ア
レ
ス
の
方
法
は
概
し
て
、
買
在
論
的
で
、
続
納
的
で
あ
り
、
然
も
彼
の
論
じ
方
の
精
紳
に
於
い
て
は
、
彼
は
偏
せ
る
一
側
面
的
見
方
を
せ
十
し
て
、
哲
向
学
的
で
あ
っ
た
ω
彼
は
事
買
が
示
せ
る
如
く
人
類
一
枇
曾
に
於
け
る
事
買
を
以
っ
て
出
後
酔
却
さ
し
、
又
、
外
芥
の
環
境
ど
人
さ
の
関
係
に
関
し
て
は
何
等
形
而
上
率
的
臆
設
を
立
子
し
て
、
人
の
本
性
に
そ
の
説
明
を
求
め
た
υ
か
〈
十
て
、
人
類
赴
舎
を
外
的
宇
宙
な
る
言
葉
よ
り
も
、
む
し
ろ
人
間
な
る
言
葉
で
説
明
す
る
賂
に
於
い
て
、
ア
y
久
ト
ア
レ
只
は
、
買
に
そ
の
方
法
の
科
卒
的
で
・
あ
っ
た
さ
私
は
信
子
る
。
彼
は
更
に
、
す
べ
て
の
既
知
の
事
買
に
彼
の
結
論
争
}
相
関
聯
せ
し
め
て
、
純
然
た
る
経
験
上
の
事
買
か
ら
一
般
原
則
に
至
る
ま
で
の
理
由
を
求
め
た
。
「ァ
y
只
ト
ア
レ
只
は
枇
合
哲
向
学
の
始
め
に
お
か
る
べ
き
で
、
終
り
に
お
か
る
べ
き
で
は
な
い
。
何
故
な
れ
ば
、
彼
は
最
初
の
奨
の
科
率
的
一
枇
曾
思
想
家
で
あ
り
、
彼
の
m
A
T
設
は
最
終
の
も
の
ご
し
て
考
へ
る
こ
ご
も
、
完
ア
明
ス
下
テ
V
ス
の
社
合
串
的
思
想
四
一
三
商
業
主
経
済
四
一
四
き
畳
一
、
理
の
陸
現
ざ
し
て
考
へ
る
こ
さ
も
な
ら
な
い
。
そ
の
息
子
設
は
或
る
黙
で
は
我
々
の
現
代
の
戚
情
か
ら
見
て
厭
に
成
子
る
か
ら
さ
て
、
或
は
現
代
の
肢
態
に
は
越
し
な
い
か
ら
ご
て
、
早
計
に
非
難
し
て
は
な
ら
な
い
。
ぞ
の
準
設
の
異
の
債
値
は
歴
史
的
に
遠
く
離
れ
て
見
た
場
合
に
の
み
認
め
る
こ
ご
が
出
来
る
。
:
:
:
・
:
「
多
く
の
現
代
の
著
作
家
さ
比
較
し
て
、
ア
yλ
ト
-
プ
レ
ス
の
推
論
の
冷
静
さ
さ
、
彼
の
準
設
の
穏
健
な
る
ご
は
現
在
の
多
く
の
「
科
率
的
」
思
索
に
謝
し
て
、
健
全
な
る
正
継
さ
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
:
・
「ア
η
ノ
久
ト
ア
ν
ス
ef
出
後
知
ご
し
て
、
彼
の
時
代
が
不
思
議
に
も
、
一
此
合
思
索
の
雰
図
気
ケ
明
か
に
す
る
が
故
に
、
一
肱
合
思
想
の
後
尽
に
注
意
ケ
す
る
の
で
あ
る
が
、
然
る
に
人
ご
赴
舎
に
閲
す
る
古
代
ギ
y
ジ
ヤ
人
の
概
。“
念
は
倫
ほ
開
後
す
る
に
充
分
債
依
あ
る
様
で
あ
れ
o
」
註
句
、
C
句
-
n
F
L
d
-
立
l
中・
か
く
論
述
る
は
誠
に
異
慌
に
鰯
れ
た
も
の
ご
忠
は
れ
る
。
次
に
、
ア
η
ノ
久
ト
-
プ
レ
ス
さ
フ
ラ
ト
シ
さ
の
異
同
を
論
争
る
こ
ぜ
に
依
っ
て
、
本
第
の
結
語
ざ
し
た
い
。
プ
ラ
ト
ン
も
ア
η
ノ
ス
ト
ア
V
ス
も
共
に
ギ
y
ジ
ヤ
の
生
ん
だ
偉
大
な
智
的
天
才
で
あ
っ
た
o
雨
者
は
共
々
・
知
識
追
求
に
劃
す
る
天
賦
の
才
能
を
持
ち
、
相
次
い
で
驚
異
に
仮
す
る
大
思
想
家
ざ
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
人
間
の
本
性
ご
人
間
一
肱
舎
か
」
ば
普
率
的
に
静
観
す
る
に
最
も
深
法
な
題
目
で
あ
る
戸
認
め
た
。
雨
者
共
に
会
共
の
一
服
一
肱
に
最
も
率
直
な
関
心
や
持
ち
、
そ
の
生
涯
念
公
共
善
に
向
っ
て
、
何
も
の
に
も
制
限
さ
れ
ぎ
る
敬
皮
な
る
態
度
の
中
に
過
し
た
o
ぞ
れ
に
も
拘
は
ら
子
雨
者
の
問
に
は
そ
の
性
質
に
於
い
て
、
且
つ
、
そ
の
方
法
に
於
い
て
著
し
く
類
似
あ
る
さ
共
に
相
違
も
あ
っ
た
。
プ
ラ
ト
ン
の
考
へ
方
は
、
ぞ
の
最
後
の
著
作
『
法
律
篇
』
に
於
い
て
は
、
科
卒
的
態
度
に
依
っ
て
多
少
愛
夏
し
た
が
、
主
ご
し
て
哲
附
学
的
で
、
演
絡
的
で
あ
っ
た
。
ア
y
ス
ト
ア
レ
ス
は
、
そ
の
根
祇
に
は
哲
率
的
性
質
が
あ
っ
た
が
、
本
来
は
科
率
的
で
、
蹄
納
的
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ト
ン
は
き
想
的
で
、
綜
合
的
で
あ
っ
た
。
高
物
を
統
一
的
に
説
明
せ
ん
ざ
し
た
。
彼
は
事
物
を
綜
合
的
に
考
察
し
て
、
そ
の
睦
系
&
経
験
せ
る
事
物
又
は
歴
史
的
順
序
に
依
っ
て
、
何
等
妨
げ
ら
れ
子
、
終
始
一
貫
せ
る
論
理
過
程
に
従
っ
て
樹
立
し
た
。
先
天
的
思
弊
の
方
向
を
さ
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
‘
ア
リ
久
ト
-
プ
レ
ス
は
事
買
を
問
題
ご
し
、
分
析
的
で
あ
っ
た
。
お
物
ケ
個
々
別
々
に
有
り
の
佳
に
観
察
し
、
こ
れ
を
そ
の
構
成
要
素
に
分
解
し
、
歴
史
過
程
ご
事
買
に
依
っ
て
殺
へ
ら
れ
た
経
験
か
ら
一
つ
の
膳
系
を
創
っ
た
。
合
理
的
経
験
の
方
法
を
さ
っ
た
。
プ
-
プ
ト
シ
は
官
時
の
一
肱
合
成
態
に
飽
き
足
ら
?
、
一
丸
に
完
全
な
る
赴
合
組
織
を
作
ら
ん
ご
し
て
思
索
を
廻
ら
し
た
が
、
彼
は
一
定
の
主
観
的
仮
設
か
ら
出
後
し
て
、
股
格
な
る
論
理
過
程
を
辿
る
の
み
で
、
そ
の
主
観
的
構
想
を
離
れ
得
ぎ
る
結
論
に
達
し
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
同
じ
く
、
蛍
時
の
一
此
合
組
織
の
現
状
に
刺
戟
さ
れ
て
、
且
(
睦
的
事
質
及
び
歴
史
的
剣
断
を
以
っ
て
、
客
観
的
方
法
を
さ
っ
た
。
ぞ
れ
故
に
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
園
家
篇
』
ア
リ
ス
ト
テ
V
ス
の
祉
合
阜
的
思
想
四
一
五
商
業
さ
経
済
四
二
ハ
さ
ア
y
ス
ト
ア
ν
λ
の
『
政
治
皐
』
さ
の
間
に
存
す
る
差
異
は
、
前
者
が
何
等
賞
詮
的
根
擦
な
し
に
、
一
個
の
純
粋
じ
理
智
的
に
組
み
立
て
ら
れ
た
も
の
、
理
想
閤
家
の
草
に
主
観
的
な
る
描
潟
で
あ
る
こ
さ
を
特
徴
ざ
す
る
こ
さ
に
反
し
、
ア
リ
ノ
九
ト
ア
V
久
の
著
書
は
、
百
五
十
以
上
の
ギ
リ
ジ
ヤ
並
び
に
そ
の
近
隣
諸
問
の
憲
法
を
集
め
、
そ
れ
か
ら
嘗
時
の
ギ
η
ノ
ジ
ヤ
並
び
に
非
ギ
ク
ジ
ヤ
一
批
合
の
比
較
研
究
に
依
っ
て
、
批
剣
的
に
簡
に
か
け
ら
れ
た
も
の
か
ら
そ
の
素
材
そ
さ
り
、
そ
の
賃
設
的
立
場
に
依
っ
て
、
プ
ラ
ト
シ
の
そ
れ
に
比
す
れ
ば
遂
に
、
冷
、
、
、
、
静
な
る
批
評
阪
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
プ
ラ
ト
ジ
は
一
肱
舎
を
人
聞
が
生
存
に
必
要
な
る
こ
ご
を
認
め
た
こ
さ
か
ら
起
っ
た
功
利
的
な
も
の
三
考
へ
た
。
そ
れ
は
心
で
構
成
し
た
も
の
で
、
或
る
意
味
で
は
人
結
局
的
で
あ
る
。
人
は
自
己
の
家
を
建
て
る
ご
等
し
く
、
自
己
の
一
枇
舎
ケ
建
て
る
。
ア
y
ス
ト
ア
レ
ユ
は
一
枇
舎
を
人
間
の
自
然
的
後
展
の
必
然
な
る
所
産
で
、
人
間
の
赴
合
本
能
か
ら
来
る
さ
考
へ
た
。
そ
れ
は
技
術
の
仕
事
で
は
な
く
て
、
成
長
で
あ
る
。
赴
合
は
勤
植
物
さ
等
し
く
、
自
然
的
に
持
つ
カ
か
ら
生
起
す
る
。
プ
ラ
ト
ン
に
さ
っ
て
、
赴
舎
は
、
正
義
を
質
現
し
得
る
方
治
ざ
し
て
人
々
が
形
成
す
る
も
の
で
、
一
批
合
調
和
に
利
盆
を
認
め
る
心
の
本
性
に
そ
の
起
源
を
持
っ
た
。
こ
れ
は
近
世
の
粧
台
契
約
説
、
叉
は
意
士
山
結
令
設
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
は
も
多
数
人
が
何
等
か
の
利
盆
を
後
想
し
得
る
故
、
意
士
山
結
合
が
起
り
、
一
般
合
そ
形
成
す
る
さ
の
考
ヘ
方
に
な
る
が
故
で
あ
る
o
ア
リ
ノ
只
ト
ア
V
只
じ
さ
っ
て
、
一
枇
舎
は
家
族
、
部
落
、
村
落
、
岡
家
ケ
創
造
す
る
自
然
的
街
勤
に
基
い
て
起
る
も
の
で
あ
る
o
こ
の
考
は
、
ス
ト
ア
率
波
の
「
赴
合
的
成
情
説
」
、
ス
ミ
λ
〉
-
m
E
F
及
び
ヒ
ュ
1
ム
出
25ω
の
道
徳
戚
情
説
に
進
展
し
、
一
見
に
近
代
に
於
け
る
、
一
肱
曾
の
有
機
的
起
源
説
、
生
物
的
起
源
設
に
ま
で
辿
り
得
る
。
す
な
は
ち
人
類
は
有
機
的
に
、
本
性
に
基
い
て
必
然
的
に
集
回
を
な
し
、
個
健
後
生
も
そ
の
存
立
も
こ
の
有
機
的
集
国
企
離
れ
得
な
い
ご
の
考
に
接
近
し
来
る
の
で
あ
る
。
プ
ラ
ト
ン
は
主
ご
し
て
文
化
の
精
紳
的
要
素
を
強
調
し
、
ア
y
九
ト
ア
レ
九
は
自
然
的
、
生
物
的
要
素
生
局
調
し
?と。
以
上
は
幾
分
か
は
輪
廓
を
明
か
に
せ
ん
が
忽
に
、
誇
張
的
に
述
べ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
か
、
為
る
著
し
き
相
建
知
の
ゐ
る
に
も
拘
は
ら
子
、
さ
に
か
く
プ
一
プ
ト
Y
さ
ア
y
ス
ト
ア
レ
久
ご
は
、
そ
の
著
『
図
家
篇
』
ご
『
政
治
郎
T
』
の
夫
々
の
道
に
於
い
て
、
現
代
の
一
肱
合
亭
的
著
作
を
除
い
て
は
、
人
類
生
活
及
び
一
枇
舎
の
最
も
完
全
な
る
哲
苧
な
る
こ
さ
に
は
究
極
に
於
い
て
一
致
す
る
の
で
あ
る
o
(完〉
~f.J 
~a 
本
指
も
前
掠
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g
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0
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J
や
主
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し
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向
ほ
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V
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ろ
文
献
の
主
な
ろ
も
の
た
左
に
掲
げ
る
。
同
早
川
ザ
ミ
ロ
司
-
S
H
O
E
P
O
P
S向
。
ロ
句
5
5
0
M
F
H
P
H
∞出・
F
H
E
P
同吋同
M
E
P
S
?号
、
訟
へ
と
ssh辻
山
、
旬
、
ね
な
ミ
旬
、
弘
之
さ
に
ふ
p
z
p
p
z
g
吋
o
P
3
0
。・
出
。
目
白
色
5
u
何
日
o
q
-
λ
h
hえ
も
司
、
え
.
v
c
h
b
N
N
S
s
h
h
b
d包
括
吋
m
s
。同
F戸
門
戸
H
o
s
p
-
F
5
7
句円
o
a
L
b凶
〉
口
問
。
}
手
口
Z
H
g
E
m輔
君
-
p
u
句、
NMQ川町えい引出向。ミ
h
b
h
h
h
之
さ
N
Sえ
bhVAV-hH包
bh}rHpnBEE-zn司
吋
C
H
F
S
O
N
-
〉
江
田
円
。
門
]
0
・
同。UN凶・
ア
官
リ
ス
ト
一
ア
V
ス
の
祉
合
間
中
的
思
惣
四
一
七
陸
許
見
守
J
鎚
億
m
t
<
 
E
l1
w
o
o
d，
 C. 
Aristotle 
as 
a
 Sociologis
ん
A
1Z1zals
グ
the
A
m
e
r
i
c
a
n
 A
c
a
d
e
m
y
 of 
P
Oん
:tical
alld Social Scimce，
 Ma
r
c
h，
 1902. 
Giddings ，
 :F
， 
H
.，
 D
e
m
o
c
r
a
c
y
 a
n
d
 E
m
t
i
r
e，
 Ma
c
m
il1
an，
 Ne
w
 Y
o
r
k，
 190
1. 
G
o
m
p
e
r
z，
 Theodor. 
Greek 
T
h
iJzkers，
 tr. 
h
y
 Berry，
 Mu
r
r
a
y，
 1ρ
n
d
o
n，
 1913
・
Lichtenherger，
 J
o
m
e
s，
 De
v
e
l，ザ
1Jtm
t
of 
Social 
Theory，
 Century，
 Ne
w
 Y
o
r
k，
 1906. 
L
o
os，
 Isaac 
A
.，
 Studies 
I1z
 the 
Politics of 
Aristotle 
a
n
d
 Tlze 
Retublic
グ
Plato，
University 
Press. 
I
o
w
a
 
City. 
1899・
Siebeck，
 He
r
m
a
n
n
;
 Aristoteles，
 :Fr
o
m
m
a
n，
 Stuttgart，
 1922. 
Stein，
 Lu
d
i
n
g，
 D
i
e
 soziale 
.Ji子σ
ge
i
m
 Lichte 
der Philosothie，
 :Ferdinand 
E
n
k
e，
 Stuttgart，
 1923
・
